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１１ 研究の概要（※ 項目全体を１０枚以内で作成） 

（１）研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 

目的： 本研究では、地球環境問題の解決策を提供するグリーンテクノロジーの基盤技術を開発し、
地球環境保全に貢献することを目的とした。「グリーンテクノロジー」を支える「エネルギー変換
システム」を中心に据えて研究に取り組むことにより、将来の環境や次世代の利益を損なわない
で社会が発展することを指向している。マイクロ・ナノテクノロジー研究センターの設立以来 10
年間で培った技術の成果を統合してグリーンテクノロジーに関する研究を行うことを目的とし
た。 
再生可能エネルギー源として資源的制約のない材料を使用する有機-無機複合型太陽電池、また

生物エネルギーを活用する高ストレス耐性光合成生物・生体分子モーターを対象として、「エネル
ギー獲得」技術の開発を行った。さらに、グラフェンなどを利用した先端デバイスの実証・高集
積化、白金代替触媒の高機能化で「低環境負荷」技術を追究した。加えて、「資源再生利用・環境
浄化」技術の開発で、持続可能な地球環境保全をめざした。そのため、細菌の高機能化と環境浄
化への応用、高光触媒活性コーティング技術・生分解性ハイブリッド高分子材料の開発を行った。
さらに、本研究を通じて得られた要素技術を「プラント実現のためのエコソリューション技術」
を活用し、先端的な電子・メカトロデバイスとして実現することを目的とした。 

意義： 低炭素社会、資源循環型社会への要請が高まる中で本研究プロジェクトの果たす役割は大
きい。問題解決を目指すために、電気系、機械系、生命系、化学系より幅広い分野の研究者が同
じ目標のもと互いに密接に連携を図りながら研究を行っている。マイクロ・ナノテクノロジー研
究センターを核として、理工学部、生命科学部、デザイン工学部を加えた研究拠点の形成をめざ
している。再生可能エネルギー獲得・低環境負荷技術および資源再生利用・環境浄化技術の開発
に関係したグリーンテクノロジーに関わる研究拠点を形成し、研究成果の社会への還元を図って
いくことは、学問的、社会的に計り知れない意義がある。 

計画の概要： 
平成 25 年度：研究に必要な設備を購入し、PD と RA をそれぞれ 2 名雇用した。当研究センターに
既設の装置、設備も併せて利用しながら、各基本テーマにそった基礎技術獲得のため、予備実
験を行った。 

平成 26 年度：高効率有機-無機複合型太陽電池の探索、新規光合成生物・有害物質分解触媒の機
能解明などを行った。 

平成 27 年度：PD と RA を、それぞれ 4 名程度に増員した。有機薄膜太陽電池・新規光合成装置の
機能向上、環境低負荷グラフェンデバイス・マイクロバッテリーの機能検証などを行った。 

平成 28 年度：有機-無機複合型太陽電池の安定性化技術の開発、ストレス耐性光合成生物の作成、
環境低負荷デバイスの高集積化の検討、環境浄化触媒のコーティング技術開発などを行った。 

平成 29 年度：グリーンテクノロジーの基盤技術を確立し、エネルギー変換システムの実用化を

めざした。 

（２）研究組織 

本研究組織は、法政大学サステイナビリティ実践知研究機構マイクロ・ナノテクノロジー研究セ
ンターを母体として、法政大学の「学術高度化推進事業研究所規程」に従い概略以下のように組織
化した。 
（１）センター長：研究センター担当理事が兼務し、本研究センターを統括、代表した。 
（２）副センター長：センター長を補佐し、研究センターの運営に当たる。また、本研究プロジェ
クトの研究代表者を務めた。 

（３）プロジェクトと基本テーマ：「グリーンテクノロジーを支えるエネルギー変換システム」とい
うプロジェクトのもとに、１． エネルギー獲得・低環境負荷技術の開発、２．資源再生利用・環
境浄化技術の開発、３． プラント実現のためのエコソリューション技術という 3つの基本テーマ
を設けた。さらに、各基本テーマの下に、それぞれ、5 つ、4つ、4つのサブテーマを設けた。学
内の理工学部、デザイン工学部、生命科学部から合計 19 名の専任教員が兼担研究員として、これ
らのテーマの研究に従事した。各基本テーマにそれぞれ 1、2名ずつのポストドクター（PD）とリ
サーチアシスタント（RA）を、プロジェクト全体でそれぞれ 4 名程度雇用し、若手研究者を育成
するとともに、研究の遂行に参加した。兼担研究員から、各基本テーマにそれぞれ 1 名ずつのチ
ーフを選び、それぞれの基本テーマの研究を総括した。研究代表者は各基本テーマの研究を統合
し、プロジェクト全体の研究目的の達成に努めた。 

本プロジェクトの兼担研究員は 14 名である。学内の研究員に加えて、5名の学外の研究者を共
同研究者とし、学内の研究員でカバーできないが本プロジェクトにとって重要な研究テーマに関
して協力体制を整えた。 

（４）運営：センター長が招集し毎月一回開催される運営委員会（センター長、副センター長、各
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基本テーマから２～３名（基本テーマチーフを含む）の運営委員、事務担当者で構成、計 10 名）、

ほぼ毎月行われているセミナー、および各基本テーマ間の連絡会議において、基本テーマの進捗状

況等を各テーマの担当者が報告・協議し、各基本テーマの連携を確認・検証し、センター長および

副センター長が各基本テーマ間の調整および研究統括を行った。 

（３）研究施設・設備等 
（施設） 

法政大学小金井キャンパス内緑町校地にマイクロ・ナノテクノロジー研究センターの施設を建
築し、国内外の研究者､研究機関と連携し、本施設を拠点として、全ての事業が展開された。 
＜研究施設の面積及び使用者数＞ 
 ・面積 2,259 ㎡  ・使用者数 ３００人／年 
＜主な研究設備・装置＞ 
  ・レーザーラマン顕微鏡              稼働時間  40h/週 
 ・ボールオンディスク式常温型摩擦摩耗試験機          40h/週 
 ・光合成電子伝達反応解析システム               40h/週 
 ・積層造型機                         40h/週 
 ・ナノ構造加工マシン                     40h/週 
 ・分散型ナノデバイス製造装置                 48h/週 
 ・分散型ナノデバイス評価装置                 48h/週 
 ・固体ナノ表面構造解析システム                24h/週 
 ・電子スピン共鳴装置                                  24h/週 
 ・ナノマテリアル電磁物性評価システム             120h/週 
 ・ナノ構造体合成・構造評価システム               120h/週 
 ・分光測光解析システム                    32h/週 
 ・一分子計測システム                     32h/週 
 ・分子間相互作用解析システム                 24h/週 

  ・シングルナノ粒子径測定装置                 32h/週 
  ・デバイスアナライザー                     48h/週 

（４）研究成果の概要 ※下記、１３及び１４に対応する成果には下線及び＊を付すこと。 

3 つの基本テーマごとの研究成果は以下の通りである。 

1. エネルギー獲得・低環境負荷技術の開発 
 有機薄膜太陽電池、有機-無機ハイブリッド型太陽電池等、次世代太陽電池および燃料電池の等の
エネルギーデバイスの高性能化に資する新物質の開発および基礎物性解明とそれらの作製技術に関
する基礎研究を行った。近年、20％を越えるエネルギー変換効率を持つことが報告され有機無機複
合物質であるハロゲン化鉛系ペロブスカイト結晶を活性層として用いた太陽電池の電子輸送層とし
て従来用いられてきた TiO2に代わる電子輸送材料として他の金属酸化物を取り上げ、その可能性に
ついて調べた。Nb2O5を使用した場合、TiO2を用いた場合に比べてより高い結晶性を有するペロブス
カイト結晶を作製することが出来ること、また Nb2O5の優れた電子輸送特性により、全体として高い
変換効率を示すことを明らかにした。さらに、太陽電池を構成するハロゲン化鉛系ペロブスカイト
薄膜中に存在する欠陥構造が局所構造、分子運動性に与える影響を明らかにした。太陽電池の透明
電極材として優れた性能を有するグラフェンオキシドの製造過程の酸化雰囲気を制御することによ
り、水溶液に分散し、かつ導電性に優れたグラフェンオキシドの作製に成功した。樹木の細胞壁成
分の約 15～30％を占めるリグニンを付加価値の高い機能性材料に変換するため、グラム陰性細菌代
謝機能を用いて作製されるリグニンの中間代謝物利用して、室温で高伝導性を示す繊維状結晶の開
発に成功した。 
 生物のもつ精密なエネルギー変換装置である光合成装置とべん毛モーターに着目し、分子レベル
でのエネルギー変換機構の解明と利用技術の開発を目指した。光合成装置では、生物材料より、高
い安定性をもつ光合成装置の単離法を確立し、これを用いて光合成反応機構の解明を目指すととも
に本装置の産業方面への応用の可能性を探った。通常の培養温度（28℃）より高温（38℃）で培養
した Synechocystis の細胞から系Ⅱ標品を単離したところ、高温安定性を示す標品が得られること
がわかった。単離精製の試みすらなされていなかった乾燥耐性をもつ Anabaena から、光合成装置の
光化学系Ⅱ複合体（系Ⅱ）をインタクトな状態で単離・精製し、系Ⅱに結合する脂質分子の高い酵
素発生機能を見いだした。 
 細菌がもつ直径50 nmほどの回転分子機械であるべん毛モーターの駆動力は、細胞膜を横切るイオ
ン流であり、数百Hzもの高速度で回転する。自然界では水素イオン流のみをエネルギー源として利
用する大腸菌べん毛モーターを、ナトリウムイオン流も同時に利用できる“ハイブリッドエンジン”
のように機能させることに成功した。モーターが発生する回転トルクを計測するために、近赤外光
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で非侵襲的に微小物体を顕微鏡上で捕捉できる光ピンセットを構築し、運動に伴う細胞の振動から
モーターの回転数を求め、細胞やべん毛形状から推定した粘性抵抗から出力トルクを見積もった。
さらに、モーター回転計測の手法を応用した化学物質検知システムを開発した。 
 シリコン基板への 300μｍ×300μｍサイズの微小リチウム 2次電池を作製した。電解質としてポ
リメタクリル酸メチル樹脂(PMMA)、正極材料はマンガン酸リチウム(LiMn2O4)、負極はリチウムの替
わりに poly-Si(300Ω)を使用した。放電電流は 10 pA 一定とし、充電電流 3 nA において約 4.2 V の
起電力を示し、放電時間は 20 分間であり、放電容量は 3.70nAh/cm2 であった。新しい正極材料と
してリチウムが多く含まれる Li７V0.5Mn0.5N4、Li8SiN4、及び Li5SiN3、の合成法を確立し、Li8SiN4、
及び Li5SiN3については 5ｍｍ×5ｍｍサイズの微小リチウムイオン２次電池を試作した。 
ガソリン車と比較して燃費に優れ，CO2の排出量は少ないディーゼル車の排ガス中のすすを酸化し

て浄化する触媒の活性種として使われる貴金属 Pt，Pd，Rh を代替する触媒微粒子の開発を目的とし
た。溶液合成法の一種であるヘキサメチレンテトラミンを用いた均一沈殿法により作製した Ag-NiO
系触媒粒子を(Ce,Zr)O2担体に担持させ、すすの酸化触媒活性を調べ、白金担持触媒をしのぐ酸化触
媒機能をもつことを示した。 
 シリコンと比較して、絶縁破壊電解強度,飽和電子速度,及び熱伝導率など高い物性値を有してい
るワイドバンドギャップ半導体材料 SiC および GaN 上に電子デバイスを形成して低環境負荷デバイ
スを目指した。SiC 基板上に CF4プラズマ処理と Al イオン注入とを組み合わせることにより選択領
域に p 型グラフェン膜を形成することが可能になった。その結果、ｎ型およびｐ型伝導層を任意の
領域に形成できるためグラフェントランジスタを集積できることが明らかになった。GaN 基板への
Mg イオン注入と熱処理の最適化により、イオン注入法で初めて p 型層を安定にかつ任意の場所に形
成し、横型および縦型電界効果トランジスタを初めて実現し、将来の高耐圧・高効率デバイスの実
現に貢献できることを示した。 

2. 資源再生利用・環境浄化技術の開発 
細菌の環境応答機構の解析と環境浄化への応用を目的として、環境浄化細菌である枯草菌の胞子

形成機構を解明した。また、胞子最外層はラムノースとガラクトースを主成分とする親水性のポリ
サッカライドで構成されていること、胞子は親水性のポリサッカライドを有することで水に拡散し、
移動可能となることを見出した。一方、これらの知見を基に、ポリサッカライドを欠く胞子を作る
変異株を作製した。この胞子は、撥水性の素材に対しての吸着性および水溶液中での沈降速度が高
く、さらに水と油の混合した溶液に加えると、油層に移動するといった、環境浄化に有用な新機能
を有することが示された。 
大腸菌の環境応答機構の解析と環境浄化への応用を目的として、大腸菌の環境応答におけるゲノ

ム機能発現とその制御分子機構の解明および金属を高蓄積する大腸菌のゲノム育種を行った。大腸
菌の約260種類の転写因子のうち、金属を直接感知する８種類の転写因子を見いだした。これらの金
属結合転写因子は、金属特異的輸送システム遺伝子を含んだ細胞内金属恒常性を維持する遺伝子群
を制御し、特に、ニッケルとモリブデンの微量金属に対して特異的な１種類の取り込みシステム遺
伝子の発現を抑制するシステムのみが働くゲノム機能があることが分かった。これらの知見より、
大腸菌細胞内でモリブデンを高蓄積する大腸菌の育種に成功し、新しい金属回収技術を開発した。 
高エネルギー反応場を利用して合成した複合酸化チタン系微粒子光触媒に関し、通常は活性が失

活する高温熱処理により高活性化する特異な触媒特性を見いだした。ニオブを25at.%という高濃度
ドーピングしたTiO2 微粒子をプラズマ法で合成し、高温で熱処理すると、可視光照射下の光触媒活
性が増大し、850℃での熱処理が最も高い活性を与えた。プラズマ法と比較して容易な微粒子合成法
であるソルボサーマル法で合成した高濃度NbドープTiO2も、800～900℃の熱処理により、可視光下
の高い光触媒活性を示した。さらに、NbドープTiO2光触媒粉末を多孔体基質に担持して環境浄化フ
ィルターとしての働くことを示した。 
酵素により分解される代表的な生分解性ポリエステルであるポリカプロラクトン（PCL）の化学的

安定性を向上させるため、異種高分子化合物（疎水性で化学的安定性の高いポリスチレン（PS）と
親水性で生体適合性材料であるポリエチレングリコール（PEG））とのハイブリッド化を行った。PCL
とPSの共重合体、PCLとPEGの共重合体、さらに3種類を同時に含む共重合体を合成し、生分解挙動を
検討した結果、親水性のPEGはほとんど影響を与えないが、疎水性のPSの影響が大きいことを示した。
また、分解性がポリマーの組成比のみで一義的に決まるものではなく、ポリマーフィルム表面の疎
水性ポリマーの存在率に依存することを明らかにした。 

3. プラント実現のためのエコソリューション技術 
磁性流体、電気粘性流体、電界共役流体等の機能性流体の流動原理や特性を明らかにして小形機

械要素への応用を示した。高速大出力応答の油圧サーボシステムに広く用いられるノズルフラッパ
形電気油圧サーボ弁の初段トルクモータ部に磁性流体の粘性変化を用い、可動フラッパの大きな減
衰特性を実現した。固有振動モードの周波数における振幅のピークは 50％以下に減少した。全長 50 
mm 程度の小形走行ロボットに電気粘性流体を用いた小形制動装置を搭載して、 20 ms 以下の制動時
間を持つ高性能な機械式の小形制動装置開発の目途がついた。電界共役流体を小型液圧源に応用し、
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同様に、アクチュエータの小型化に有利なことを示した。 

情報機器冷却デバイスとして普及しているマイクロファンの性能・騒音評価手法を提案し、国際規格に
展開した。さらに、高効率・低騒音なマイクロファン開発を加速することにより、グリーン社会の実現に資す
ることをめざした。吸込み障害物を持つスリットファンの最適設計、軸流ファンの流体騒音源の予測と設計
改善を行った。対象騒音の卓越成分の Tone to Noise Ratio（TNR）および Prominence Ratio（PR）をパ
ワー加算して、dB 表示する Total TNR および Total PR を提案した。騒音の測定点を，実際の装置に
ファンを設置した場合の動作点とすることを提案し，その知見は欧州の関連規格 ECMA275-1 に反映
された。 

環境負荷の低減に貢献するマイクロガスタービン用の高負荷軸流タービンの開発を目的に，小型円環
翼列風洞試験と数値解析により超高負荷軸流タービンの性能評価を行い，その基本特性を把握し、同翼
列の空力損失の低減策を示した。超高負荷タービン動翼(UHLTC)と従来型の動翼(CTC)に関して、翼端
間隙高さおよび翼厚の変化が空力性能に与える影響について調査し，翼厚の増加と翼端間隙高さの
減少はトルクの増加と空力損失の低減により，タービン段効率を向上させることを示した。さらに、
流量の増加に対する段負荷の増加率は UHLTC の方が高く，実際に高い負荷性能を有していること，
また，UHLTC の段効率は高流量側では CTC より著しく低下するが，低流量域に向かって急激に上昇
することを示した。 

先端的な電子・メカトロデバイス開発を応用したプラント実現のためのエコソリューション技術の構築の
ため，モータや圧電素子をはじめとするアクチュエータの高効率高精度駆動方式の実現にむけた研究を展
開した。アクチュエータ駆動方式として，空間ベクトルΔΣ変調型マルチコイルモータのベクトル制
御方式を提案した、システムの高精度化，簡単化を同時に実現できることを示した。複数のアクチ
ュエータを設けた圧電型インクジェットヘッドによりインクに加える圧力波の時間制御を考案し、
滴吐出装置を用いて駆動する圧電素子の数で出力信号を比例制御することができることを実証し
た。 

 

＜優れた成果が上がった点＞ 

1. エネルギー獲得・低環境負荷技術の開発 
次世代ペロブスカイト太陽電池の高効率化に向けた新たな電子輸送層材料の可能性を明らかにし

た。また、ペロブスカイト太陽電池における活性層の欠陥構造と分子運動性および電子物性の相関
を分光学的に明らかにした。(*1) 
光合成装置に結合する脂質分子が光合成装置の複合体形成・構造安定化、電子伝達機能において、

重要な役割を果たしていることを初めて明らかにすることに成功した。(*2) 
自然界では水素イオン流のみをエネルギー源として利用する大腸菌べん毛モーターを、ナトリウ

ムイオン流も同時に利用できる“ハイブリッドエンジン”のように機能させることに成功した。こ
の成果は、柔軟なモーター制御システムによる効率的なエネルギー獲得・変換システム創出を期待
させるものであり、各種メディアに取り上げられ、多くの招待講演の依頼を受けた。(*3) 
「シリコン基板埋め込み300μｍ×300μｍサイズのリチウムイオン２次電池」に関する論文がイ

タリア・オイル-ガス会社ENIが主催する2014年度ENI賞にノミネートされた。(*4) 
ヘキサメチレンテトラミンを用いた均一沈殿法により合成した Ag-NiO 担持(Ce,Zr)O2粒子が、同

じ方法で合成した Pt 担持(Ce,Zr)O2粒子よりも、活性炭および黒鉛の酸化に対する高い触媒性能を
有することを明らかにした。これにより、白金に代替可能なすす酸化触媒粒子の開発に至る研究成
果を挙げた。(*5) 
GaN へのイオン注入による p 型伝導層の形成に関しては本研究が先行している。その成果に関し

招待講演を受けた（2017 年 64 回春期応用物理学会講演会）。(*6) 

2. 資源再生利用・環境浄化技術の開発 
環境浄化細菌である枯草菌の研究において、宿主の細胞分化に必要な遺伝子に入り込んだウイル

ス DNA が、その宿主の遺伝子発現をコントールすることを示した例を初めて明らかにした。本来、
宿主細胞にとって脅威となるウイルスが、宿主の細胞分化の進行に貢献していることを示したもの
として学術的な価値が注目された。一方、この宿主細菌は環境浄化細菌として利用度の高い枯草菌
であり、その胞子の最外層がポリサッカライドで構成されていることを明らかにした。さらに胞子
ポリサッカライドを欠く枯草菌(ΔspsM)の胞子は、疎水材料表面に強く吸着する環境浄化に有用な
性質を持つことを示した。(*7) 
大腸菌ゲノムの金属ホメオスタシス研究を基盤としたゲノム育種により、レアメタルであるモリ

ブデンを高蓄積する大腸菌を創出し、新しいバイオアキュムレーション技術を開発した。さらに、
レアアースを含む広範囲なレアメタルに対する応用を意図する大腸菌ゲノム育種から新しいバイオ
ソープション技術を開発した。(*8) 
高温熱処理によって出現する、従来に見られないタイプの可視光活性酸化チタン光触媒を見いだ

した。従来の酸化チタン光触媒は、500℃以上の高温熱処理により、活性が失われるという重大な問
題点を有していた。TiO2に高濃度のニオブを添加したプラズマ合成粉末試料を800℃以上の高温で熱
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処理すると、可視光下での光触媒活性が顕著になった。(*9) 
ポリマーの生分解性の評価には、一次構造が規制された生分解性評価に適切なモデル化合物の合

成が鍵であった。リビング重合法と定量的な官能基変換反応を組み合わせることで、生分解性のポ
リカプロラクトン（PCL）を中心に、ジブロック共重合体、トリブロック共重合体、さらに星形ポリ
マーの精密合成に成功した。酵素を用いた生分解性評価の結果、 PCL に結合しているセグメントの
疎水性、親水性が重要であることが示された。(*10) 

3. プラント実現のためのエコソリューション技術 
機能性流体の一種である磁性流体（MF）を電気油圧サーボ弁の振動減衰用に用いた機能性流体の

応用研究、および電気粘性流体（ERF）を小形ロボットの制動装置に用いた機能性流体の応用研究が、
国際会議で最優秀論文賞を受賞した。2つの受賞論文は、磁性流体や電気粘性流体などの機能性流体
を用いた液圧駆動原理が、流体中に電極を配置するだけで機械的な可動部を持たないため、構造や
製作が単純で大きな出力密度が得られることから小形化に適していることを明らかに、メカトロニ
クスのシステムを構成する小形機械要素の実現と応用の可能性を示した。(*11) 
情報機器を冷却するスモールファンの性能向上、静音化、評価手法の開発においては、ファンの

負荷騒音測定に対する動作点の定義、ファンから発生するトーン成分の新たな評価指標である
TTNR(Total Tone to Noise Ratio)および TPR(Total Prominence Ratio)を提案し、情報機器の国際
規格団体である ECMA の技術委員会において技術発信を行った。(*12) 
動翼の初期回転数をパラメータとした段負荷と流量係数の関係から、超高負荷軸流タービン翼は

従来型に比べて実際に非常に高い負荷性能を有していることを確認した。また、タービン段効率と
流量係数の関係から、超高負荷軸流タービン翼の段効率は従来型に比べて高流量側では著しく低下
するが、低流量側においては従来型を上回る作動域が存在する可能性を示す結果が得られた。(*13) 
アクチュエータを用いたシステムの高性能化を実現するためには，アクチュエータ本体の高性能化
およびこれを駆動する駆動回路の高性能化，アクチュエータの適用方法の高度化が必要である． 
 アクチュエータ本体の高性能化に関して、「無鉛圧電セラミックスを用いたインクジェットヘッ
ド」を開発した。本技術は、従来と同様の吐出特性が維持することが出来、鉛を用いないことで環
境への影響低減にも役立つものである。アクチュエータの適用方法および駆動回路として、「空間ベ
クトルΔΣ変調型マルチコイルモータのベクトル制御方式」の提案を行った。この手法により、少
ない処理量で高効率高精度にマルチコイルもーデジタル駆動することが可能となった。この成果に
関連し、電気学会の表彰を受けた。 
「デジタル直接駆動技術を用いた高指向性スピーカ」の提案を行った。スピーカを分割しこれら

を独立にデジタル直接駆動し、それぞれのスピーカの位相を制御することにより指向特性を実現し
た。さらに、各スピーカの振幅特性をデジタル直接駆動で制御することを可能とすることにより、
指向特性改善を図った。この成果は、米国電気学会（IEEE）の表彰を受けた。また、「デジタル直接
駆動技術を用いた高出力スピーカシステム」の提案では、アクチュエータ数を増加させることで低
電圧駆動大出力化および低歪み高SNR化を実現した。この成果は、米国電気学会（IEEE）の表彰を受
けた。(*14) 

 

＜課題となった点＞ 
1. エネルギー獲得・低環境負荷技術の開発 

ペロブスカイト太陽電池に関しては、高耐久性向上のための更なる技術開発が必要であり、特に高い安
定性、高い光電変換機能を有するペロブスカイト化合物の探索、電子輸送層（正孔輸送層）およびペロブ
スカイト層の界面制御技術およびペロブスカイト層内の欠陥構造制御の確立が必要である。 
質の高い光合成装置の単離を目指して、効率的に精製技術の向上を図るには、原材料となる細胞

を大量供給することが必要であったが、光照射機能付き恒温インキュベータを増設し、細胞の増殖
スケール増大が可能になった。細胞や単離した光合成装置標品の光合成活性及び活性異常部位を迅
速に特定することが必要であったが、本プロジェクトによる機器整備によりクロロフィル蛍光を指
標とする光合成電子伝達反応解析システムを導入することにより、光合成活性、異常診断が容易に
なった。 
ナノスケールのモーター出力を正確に計測するのは困難である。従来の計測結果には 3～4倍の開

きがあったため、エネルギー変換効率の議論が困難であり、本研究で解決すべき課題と設定した。
光ピンセットと画像解析、新たな補正方法の確立によって、精緻な解析を実現してモーター最大出
力の定量に成功した。また、モーターの出力を自在に調節することも、エネルギーを有効に利用す
るのに重要な課題であったが、ハイブリッドエネルギー型モーターの作製および特性評価によって
実現した。 

全固体型リチウム２次電池を小型化し、実用化するためには放電容量、すなわち放電電流を大きくする
ことが仮題となる。微細化すればするほど固体電解質および正極の抵抗が増大するのでアセチレンブラッ
クなどを添加することにより更なる特性向上をめざす。 
Ag-NiO 担持(Ce,Zr)O2粒子が、Pt 担持(Ce,Zr)O2粒子よりも、活性炭や炭素の酸化に対する高い触
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媒性能を有するという優れた研究成果が得られたにもかかわらず、企業との連携等の次の展開に進
んでいないことが課題である。次の展開に進めるために、さらなる研究成果の発信に努める。 
GaN へのイオン注入による p 型伝導層の形成は、ほとんどの研究機関も実現できていなかった。

熱処理条件を詳細に検討した結果実現できた。その後、本研究結果を発表した後に、他の研究機関
も本研究結果をまねて実現できるようになった。 

2. 資源再生利用・環境浄化技術の開発 

疎水化した胞子表層を有する枯草菌を用いた小規模での環境浄化の例を示すことが課題であっ

た。様々な微生物の混入が想定されるオープン環境での小規模浄化実験は、その環境への適応度が

高い枯草菌をスクリーニングするなどの工夫が必要であると認識された。この克服のために、改変

SPβファージを媒介として、有機物分解能が高くかつ胞子表層が疎水性となる枯草菌のスクリーニ

ング系を考案した。 

生物ゲノム機能を活用した細胞自体の金属汚染浄化に対する応用利用を目指し、新しいバイオア

キュミュレーションを開発した。その過程で、産業利用される希少な元素を回収する課題を発見し

たが、それらの元素は細胞自体が利用しないため、さらなる応用利用が課題となった。この点につ

いて、大腸菌細胞表層を利用したゲノム育種を考案し、広範囲な元素を対象とする新しいバイオソ

ープションを開発した。 
プラズマ法で作成した粉末の光触媒活性を色素の光脱色により見いだしたが、引き続き、有機化

合物の光分解反応により評価して光触媒作用を確認することが課題であった。有機化合物の光分解
が確認され、適用範囲を拡大した。また、プラズマ合成酸化チタン粉末の高温熱処理で見いだした
可視光下の光触媒活性を，比較的容易な微粒子合成法で実現することも、もう一つの重要な課題で
あった。この点に関しては、ソルボサーマル法を利用することで達成された。 
生分解性ポリマーであるポリカプロラクトンの用途拡大のためには耐熱性の付与が望まれるが，

耐熱性セグメントとしてポリスチレン（PS）を導入すると生分解性が阻害されることがわかった。
現時点で，これに代わる耐熱性かつ生分解性を妨げないセグメントは発見されていない。そこで，
フィルム表面における疎水性 PS の存在率を低下させるプロセッシング法を開発することで，含有率
によらず生分解を受けるポリマーフィルムの調製が期待される。 

3. プラント実現のためのエコソリューション技術 
機能性流体の特長を引き出すためには、電極の製作と配置、流体のシール技術などを確立する必

要がある。製作や置については、流れの数値解析などの数学モデルを用いてその特長をシミュレー
ションし、最適な形状パラメータを見出した。またシール技術については、実験装置や小形機械要
素を試作し、課題の克服方法を見出した。 
情報機器を冷却するスモールファンは、空力負荷によって騒音が変化するため、実稼働状態に合

わせた騒音測定が必要であることから、その定義を行う必要がある。また、ファンの騒音のトーン
成分についても、主観的な耳障り度を定量評価する必要がある。これらの課題を明らかにするため
に、スモールファン研究会を主催し、ファンメーカーおよびユーザー（セットメーカー）との技術
検討を定期的に実施した。 
タービン翼の評価実験において、初期の小型円環翼列風洞試験装置では最高 5,000rpm 程度の回転

試験しか実施できなかったため、最高効率点付近のデータの取得が困難であった。これは、減速機
とサーボモータの許容回転数の制約によるものであったため、両装置の代わりにヒステリシスブレ
ーキを利用することにより 18,000rpm までの高速回転試験を可能にした。 
アクチュエータ駆動の応用として、スピーカの大出力高効率高精度に取り組んだ。スピーカは、1

相のリニアモータであり、コイルを複数に分割し、高精度駆動回路を開発することで、この課題を
実現することができた。しかし、3 相モータにおいては、3相をさらに複数に分割したコイルを駆動
する必要があり、これを一元的に制御することが当初はできなかった。これを解決する方法として、
「空間ベクトルΔΣ変調型マルチコイルモータのベクトル制御方式」を提案し、3 相のコイルを同
時に管理し、かつ誤差の影響を低減することが可能となった。 
 

＜自己評価の実施結果と対応状況＞ 
本学大学評価室による自己点検評価の結果と当センターの対応は以下の通りである。 
2013年度の大学評価委員会報告書には、「高い水準の研究が遂行されており、研究センターとし

ての社会的な役割を十分に果たしていると認められる」との評価を得た。当グリーンテクノロジー
プロジェクトの推進により、さらなる研究水準の向上をめざしている。また、プロジェクトの目的
を明示にするため公開シンポジウムを開催し、個別テーマ間の理解を深めるための基本テーマ横断
セミナーの定期的開催を開始した。 
2014年度の同報告書には、「新規プロジェクトに基づく研究センターのホームページ更新が遅れ

ていると見受けられるので、改善が望まれる」、「グリーンテクノロジーを推進する姿勢は、大い
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に評価されるものの、なお、今後組織の認知度の向上に留意されたい」との所見があった。評価結
果を踏まえて、ホームページの全面的な改定を行い、新規プロジェクトであったグリーンテクノロ
ジープロジェクトの内容・成果を発信した。当センター組織の認知度の向上のため、日経産業新聞、
ＴＢＳテレビの取材を受け、研究内容の紹介を行い、研究成果を法政ニュースリリースとして発信
した。 
2015 年度の同報告書には、「2013 年 6 月に採択された本事業の遂行に向けて、量的・質的に活

発な研究が進められていることは高く評価できる」、「プロジェクトや研究 成果がメディアに取り上
げられるなど、研究活動は高い社会的評価を受けている」、「科研費への積極的な応募がなされてお
り、資金獲得の努力は評価できる」、「外部からの組織評価を現在は受けていないが、質保証の観点
からも外部評価を受けることを強く希望する」との所見があった。2016 年 3 月に外部評価委員によ
る第三者評価を受けた（詳細は、事項に記載）。 
2016 年度の同報告書には、「私立大学戦略的研究基盤形成支援事業に基づいて研究を進めており、

その研究業績は高い水準にある」、「外部評価委員による第三者評価を受け、概ね高い評価を得てい
る。さらに改善の姿勢が見られることは高く評価できる」、「科研費を始め、外部資金獲得に対して
積極的な姿勢が見られる。大型の外部資金の獲得に向けて、研究プロジェクトの方向性を定めるこ
とが、大きな課題である」との所見があった。 

 

＜外部（第三者）評価の実施結果と対応状況＞ 
プロジェクトの中間評価にあたり、プロジェクト開始後３年が経過した 2016 年 3 月に外部評価委

員に依頼して、第三者評価を受けた。評価委員（敬称略）：落合勇一（千葉大学／名誉教授・グラン
ドフェロー）、河村富士夫（立教大学／名誉教授）、北條春夫（東京工業大学／精密工学研究所長）。 

評価報告のまとめ 
1. 「選定時」に付された留意事項への対応: よく考えられた対応をとっており、基本テーマ間の情報
共有が連携の意識を向上させており、今後より良い成果を導き出せるものと期待できる。 

2. マネジメント・実施体制（研究組織、基本テーマ間連携、外部との共同研究の有効性）： 研究
の効率向上に対してよく考慮されており、的確な組織と良好な実施体制が構築されている。進捗
状況も、運営委員会とセミナーにより確認できる体制となっている。外部機関等との協力は、常
時意識し続けるよう期待する。 

3. アウトプット（論文、学会発表等の直接の成果）： 平均的水準より優れたアウトプットであり、
質・量ともに十分な報告がなされている。グローバルな議論を高めるために、主要国際論文誌へ
の投稿を増やすさらなる努力が望まれる。 

4. 総合評価（研究全体に対する総合的な所見、前項までに含まれないその他の評価ポイント）： プ
ロジェクト前半の結果は総合的に優れており、目標は十分に達成されると考えられる。現段階の
シーズ研究をさらに発展させて、トータルの「エネルギー変換システム」が見通せる方向性を、
今後の成果の中に期待したい。 

 評価報告を受け、プロジェクト後半の留意点を次のようにまとめ、実現をめざした。 
・連携の意識を持ち続けて、プロジェクトを推進した。 
・より高度な内容の成果をめざして、外部機関等と協力しながら研究を進めた 
・国際的なアウトプットとするために、引き続き主要国際論文誌への投稿を増やした。 
・連携による成果を反映した論文を発表した。 
・プロジェクトのタイトル、新たな「エネルギー変換システム」を実現するための方向性を見い出
した。 

 
プロジェクトの終了にあたり、プロジェクト開始後５年が経過した 2018 年 3月に外部評価委員に

依頼して、第三者評価を受けた。評価委員（敬称略）：田中順三（東京工業大学／名誉教授）、河村
富士夫（立教大学／名誉教授）、北條春夫（東京工業大学／特任教授）。 
 評価結果のまとめ 
1. 「選定時」に付された留意事項への対応 
・的確に対応して研究の向上に寄与している。 

留意事項である「各基本テーマ間の連携」に関して、研究メンバー間の情報共有ならびに研
究協力が積極的に行われた点が評価できる。テーマ横断的なセミナーの定期開催と公開シンポ
ジウムを開催し、的確に効果が反映された。基本テーマ間の連携の意識を向上させる方策も取
られており、この研究協力体制がよりよい成果を導き出した。 

2. マネジメント・実施体制（研究組織、基本テーマ間連携、外部との共同研究の有効性） 
・研究の効率向上に明確に寄与している。 

電気・機械・生命・化学系の幅広い研究分野からなるプロジェクトである。そのため、基本
テーマ間で進捗状況の把握・連携を促進する必要があり、運営委員会、定期的セミナー、連絡
会議を組織化、開催することにより研究効率の向上に大きく寄与した。外部の協力者もそれぞ
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れの分野から選ばれて、よく機能している。 

3. アウトプット（論文、学会発表等の直接の成果。費用対効果を考慮） 
・平均的水準より優れたアウトプットである。 

質・量ともに十分な研究成果が得られた。基礎研究としての水準は非常に高く、費用対効果
も優れている。論文発表の中には世界的にも評価が高く水準を大きく上回ったものもあり、優
れた内容であると評価される。プロジェクトの成果が新聞報道やニュースリリースなどにより
広報されている点も評価でき、対外的評価を高める要素になっている。ポストプロジェクトの
発展系として、基盤技術の一部は応用技術への展開が期待される。 

4. 総合評価（研究全体に対する総合的な所見、前項までに含まれないその他の評価ポイント） 
・総合的に優れている。目標は十分に達成された。 

グリーンテクノロジーに関わる基礎研究と拠点形成をめざしたプロジェクトは、非常に多く
の重要で、基礎的な研究成果が得られており、当初の目標は十分に達成されている。個別の「基
本テーマ」に関しても評価の高いものが多く見られ、かつ各基本テーマ間の連携についても、
研究成果として論文等に協力体制が効率よく反映されている。応用可能性のある成果も多数見
られ、今後、波及効果を大いに期待したい。 
大学院学生、ＰＤ・ＲＡが学会・シンポジウム発表を積極的に行っており、人材育成・拠点

形成に重要であり、高く評価する。 
研究組織間の連携や切磋琢磨を推進し、全体として社会を良くする技術体系を構築できるこ

とを期待する。 

 

＜研究期間終了後の展望＞ 
1. エネルギー獲得・低環境負荷技術の開発 
生物系廃棄物(バイオマス)を原料として作成した導電性有機繊維結晶は、環境にやさしいグリー

ンテクノロジーの実現に大きく資するものである。いくつかの残された課題を克服することにより、
実用化は十分に期待できる。また、ペロブスカイト太陽電池の各種構成材料の最適化、界面制御技
術、欠陥制御技術を確立することにより、実用化が大いに期待できる。 
光合成装置のひとつ光化学系Ⅱ（系Ⅱ）について精製度の高い高品質な標品を単離精製すること

ができるようになった。高品質な標品は光合成の反応機構の解明に用いることができると同時に，
単離光合成装置を敷き詰めた光合成シートなど産業面での利用も期待できる。 
本研究で定量した最大出力についての情報やハイブリッドエネルギー型モーターの作製は、限り

あるエネルギーを効率的に利用するための議論をより精緻なものとすることが期待される。一方、
低負荷環境下の出力については解析方法によって計測結果の乖離が見られたが、その理由は特定で
きていない。現在共同で進めている流体モデルの数値解析結果と比較することで展望が開けると期
待できる。  
微小リチウムイオンの研究では、リチウム負極を使用せず、シリコン基板内に形成した多結晶シ

リコン層を負極とし 300μｍ×300μｍサイズのリチウムイオン２次電池を試作し、電池動作を確認
できた。アセチレンブラックなどを正極に添加することにより放電電流を増大させることができれ
ば、実用化に展望が開ける。 
ディーゼル微粒子捕集フィルターに使用するすす酸化触媒として新たに開発された Ag-NiO 担持

(Ce,Zr)O2粒子は、Pt 担持(Ce,Zr)O2粒子よりも、活性炭や炭素の酸化に対する活性が高い。より安
価な Ag-NiO で代替できる可能性も高く、現在すす酸化触媒として用いられている高価な白金族元素
の一部を、代替できる可能性が高く、実用化が期待される。 
GaN へのイオン注入技術を生かして、高耐圧・高効率な GaN を用いた環境低負荷次世代半導体デ

バイスの実現が期待される。 

2. 資源再生利用・環境浄化技術の開発 
表層が親水性から疎水性に改変した胞子を作る枯草菌は、環境浄化の様々な用途への使用が可能

である。１）疎水性素材への吸着性が高いため、浄化装置内で回収・リサイクルできる。２）水溶
液中での沈降速度が早いため、より早く汚染水と浄水とを分離させることができる。３）油との親
和性が高く、枯草菌を油汚染サイトへの誘導可能である。 
大腸菌を用いる金属バイオアキュミュレーションと金属バイオソープションは、金属汚染された

環境浄化に用いられるだけではなく、環境中からの金属濃縮への応用に展開していく。特に、地球
上に希少なレアアースを海水などの水域から濃縮することが期待できる。 
高温熱処理で可視光活性を発現した光触媒は、有害であり、また光化学スモッグを引き起こす揮

発性有機物質（ＶＯＣ）の分解に供することができた。触媒粉末をセラミックス多孔体に担持して、
空気浄化へ適用した。この物質系の低コストで、大量合成可能な合成法を開発することにより、実
用化が期待できる。 
ポリカプロラクタン本来の生分解性が阻害されることがないように，種々の機能性セグメントを

導入することで，生分解性ポリマーの用途の拡大をめざしていく。パーフルオロアルキル基の導入
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によって，生分解性を維持しながら，優れた撥水性，撥油性を示すフィルムの構築に成功している。
また，刺激応答性ポリマーを組み合わせたブロック共重合体から形成されるミセル中への薬物封入
に関する可能性もめざしていく。 

3. プラント実現のためのエコソリューション技術 
機能性流体の特長を活かした小形機械要素は、小形ロボットや携帯機器など、小形機械システム

に組み込んで利用することが想定される。プロジェクトの研究過程で得られたノウハウや成果は、
今後の次世代の小形機械システムの開発につなげていく。 

情報機器を冷却するスモールファンの性能評・騒音評価手法の確立により、これらを国際規格に展開

し、情報機器の品質向上に資する。 
小型円環翼列風洞試験により得られた超高負荷軸流タービン翼列の基本特性、数値解析による同

翼列の空力損失の低減策としてスキーラ翼端の適用による効果の確認を、スキーラ翼端を適用した
超高負荷軸流タービン翼列の更なる効率向上にいかしていく。 
提案したアクチュエータ高性能化の手法を、実際のアクチュエータ駆動方式に適用することで、

高効率高精度の駆動方式を実現できると考えられる。また、アクチュエータを複数のサブユニット
に分割した新しいアクチュエータ構造を実際に作成して、実用化をめざしていく。 

 

＜研究成果の副次的効果＞ 
1. エネルギー獲得・低環境負荷技術の開発 
高効率、高耐久性ペロブスカイト太陽電池、バイオマスを原料とした低環境負荷エネルギーデバ

イス等につながる。太陽電池等、エネルギーデバイスへの応用に資する新材料、電荷制御技術に関
して、2件の特許申請を行い、さらに 1件出願準備中である。 
高安定化光合成装置をもつ光合成生物を開発されれば、当該生物を利用した砂漠の緑化、高温地

域での作物の耕地面積の拡大などが期待される。高安定化光合成装置を人工的に敷き詰めた光合成
シートなどの産業への応用も期待され、開発が成功した場合は特許申請に結びつく。 
分子モーターの研究は、マイクロマシンのアクチュエータ，化学センサーの開発に結びつくこと

が期待される。モーター回転計測を応用した化学センサーについて特許申請をおこなった。 
微小リチウムイオン 2 次電池は、口から飲み込んで体内を検査するカプセル型内視鏡の電源、ハ

エほどのヘリコプターのような超小型機械の電源への応用が期待される。 
白金族金属を代替するすす酸化触媒は、ディーゼル微粒子捕集フィルターのはかにも、廃プラス

チックの熱利用と無害化処理への応用が期待される。 
環境低負荷次世代半導体デバイスとして、高耐圧高出力電界効果トランジスタ、低電力集積回路

の実現が期待される。 

2. 資源再生利用・環境浄化技術の開発 
枯草菌改変胞子は水浄化（循環式農業用水等）、油汚染浄化への応用が大いに期待できる。 
大腸菌を用いる金属バイオアキュミュレーションと金属バイオソープションは、環境中からの金

属濃縮への応用環境浄化のみならず、水域環境から金属資源化が大いに期待される。特に、地球上
に希少なレアアースを海水などの水域から濃縮することが期待できる。すでに、関連特許 2 件を出
願済みである。 
高温処理が可能な光触媒材料は、触媒担体への担持に問題がなく、空気清浄機、水浄化（循環式

農業用水等）、防汚コートへの応用が期待できる。プラズマ法、ソルボサーマル法よりもさらに容易
で低コストな方法で合成できたら、特許申請に結びつく。 
生分解性プラスチックの用途拡大と、大量生産法の開発により環境低負荷材料が実現する。 

3. プラント実現のためのエコソリューション技術 
機能性流体を活用した小形機械要素は小形ロボット、携帯機器、医療福祉機械への応用が期待さ

れる。また、機能性流体を使った小形機械要素の製作方法については、極めて多くのノウハウが付
着した技術であり、特許性がある。 
高効率・低騒音なマイクロファンの開発は、情報機器の騒音低減、スモールファンの性能向上と

静音化に大いに寄与する。 
冷却可能な高負荷高効率軸流タービン翼列の実用化は、マイクロガスタービン、高バイパス比航

空用ガスタービンのコアエンジンへの応用に結びつく。 
新たに開発したアクチュエータ高性能化手法を適用した高効率高精度の駆動アクチュエータの実

現により、各種モータ機器が高効率化し、高粘度物質に対応したインクジェットプリンタにも応用
可能となる。特に、アクチュエータを複数のサブユニットに分割した新しいアクチュエータ構造は
特許申請に結びつく。 
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ステム（日本フルードパワーシステム学会誌），45，178-180 ( 2014). 
18) 田中豊，”人や環境と調和したメカトロニクスの概念”，機械の研究，67，4-10, 2015-1． 
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Proceedings of 2015 Autumn Conference on Drive and Control”, International Session A4-3, pp.87-92, 
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※30) S. Sakama, Y. Tanaka, “Comparative Study of the Performance of Linear Actuators”, Proceeding of the 
Ninth International Conference on Fluid Power Transmission and Control (ICFP2017), Session A: 
Development of Hydraulic Components, pp.26-30, 2017-04-11. 
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Characteristics of an Electrorheological (ER) Brake for Micromouse”, Proceedings of The 10th JFPS 
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※1) H. Tsujita, A. Yamamoto, “Influences of Incidence Angle on 2D-Flow and Secondary Flow Structures in 
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5) M. Kaneko, H. Tsujita, “Numerical Investigation of Influence of Tip Leakage Flow on Secondary Flow in 

Transonic Centrifugal Compressor at Design Condition”, Proceedings of The 5th Asian Joint Workshop on 
Thermophysics and Fluid Science, pp.1-6, (2014). 
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※7) K. Otsuka, T. Komatsu, H. Tsujita, S. Yamaguchi, A. Yamagata, “Numerical Analysis of Flow in Radial 
Turbine (Effects of Nozzle Vane Angle on Internal Flow)”, International Journal of Fluid Machinery and 
Systems, 9, 137-142(2016). 
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Analog Integrated Circuits and Signal Processing (On line), DOI 10.1007/s10470-015-0600-5 (2015). 
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4)  Z. Wang, 緒方啓典, 森本信吾, 藤重雅嗣, 竹内健司 , 橋本佳男, 遠藤守信 , “Structure changes of 
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平成 25 年度シンポジウム, 筑波, 2014 年 3 月 11 日. 
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Symposium, Tokyo, 2014 年 3 月 5 日. 
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議場（京都）, 2015 年 5 月 15 日． 
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大学，小金井市）． 
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モーター討論会」，2014 年 6 月（大阪大学, 大阪府吹田市）． 
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8)  Sowa Y, “Single-molecule studies of the chemo-mechanical coupling in the bacterial flagellar motor”, OIST 

Workshop-Bacterial Flagella, Injectisomes & Type III Secretion Systems, 2017 年 3 月（OIST, 沖縄県国頭
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54回日本生物物理学会年会，つくば国際会議場（茨城県つくば市），2016年11月26日． 
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抵抗化：核反応分析と電子スピン共鳴による評価”、第 61 回応用物理学会春季学術講演会、2014 年
3 月（青山学院大学、神奈川県）. 

2）竹内優作、山下大輝、栗山一男、串田一雅、“リチウム二次電池正極材料 Li5SiN3 の結晶作成と物性評
価”、第 61 回応用物理学会春季学術講演会、2014 年 3 月（青山学院大学、神奈川県）. 

3）H. Nakayama, I. Sakamoto, R. Kinoshita, M. Yasumoto, M. Koike, S. Honda, and Kazuo Kuriyama, Structural 
and Magnetic Properties of Transition Metals Doped ZnO(TM)/ZnO Multilayers, the 2013 JSAP-MRS Joint 
Symposia, 2013 年 9 月（同志社大学、京都府）. 

4）上岡一馬、栗山一男、串田一雅、“Ｓイオン注入 ZnO エピタキシャル膜の低抵抗化の起源”、７４回
応用物理学会秋季学術講演会、2013 年 9 月（同志社大学、京都府）. 

5）中村司、上岡一馬、伊田孝寛、栗山一男、串田一雅、徐 虬、長谷川雅考、“中性子転換注入不純物
で補償された GaN の深いドナー準位”７４回応用物理学会秋季学術講演会、2013 年 9 月（同志社大
学、京都府）. 

6）T. Yamashita, S. Kuwano. K. Kuriyama, K. Kushida, “Synthesis and physical properties of Li8SiN4 as a cathode 
material of lithium secondarybatteries”, 第 17 回結晶成長国際会議、2013 年 8 月（ポーランド・ワルシ
ャワ）. 

7）T. Kaida, K. Kamioka, K. Kuriyama, K. Kushida, A. Kinomura, “Rutherford backscattering and Nuclear 
reaction analyses of hydrogen ion-implanted ZnO bulk single crystals”, 第２１回イオンビーム分析国際会
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(ICEM2016), (H-D2)（2016 年７月 6 日、シンガポール）． 
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6) Yamamoto, K., “Systematic analysis of the transcriptional regulatory roles of nucleoid core protein H-NS in 
Escherichia coli”, 17th Transcription assembly meeting, Bangalore, India, 2014. 

7) 山本兼由，”細胞内でレアメタルを高蓄積する大腸菌のゲノム育種とその応用”，文部科学省特別経
費プロジェクト「レアメタル戦略グリーンテクノロジー創出への学際的教育研究拠点の形成」シン
ポジウム，高知，平成 26 年 12 月．（*8） 

8) Yamamoto, K., “Regulation of genome expression in Escherichia coli. India Institute of Science Seminar”, 
Bangalore, India, 2015. 

9) 山本兼由，”細菌の金属恒常性に関わるゲノム機能を用いた応用研究”，第 14 回微生物研究会, 生田, 
平成 27 年 10 月． 

10) 山本兼由, “大腸菌 H-NS のタンパク質間相互作用”, 遺伝研 研究会「生物種間における遺伝情報の
水平移動」, 三島, 2017 年 8 月 2 日 

11) 山本兼由, “有価金属回収技術への大腸菌の利用”, －リチウムイオン電池・排水（廃液）などからの
－レアメタルなど有価金属の回収・リサイクル技術 （株）技術情報センター主催セミナー, 東京, 
2017 年 4 月 26 日. 

12) 小島文歌, 小川綾乃, 石浜明, 山本兼由, “大腸菌レスポンスレギュレーターFimZ の 2 つの機能”, 第
39 回日本分子生物学会年会, 横浜, 2016 年 12 月 1 日. 

13) 山内えりか, 山中幸, Yan Jie, Linda J Kenney, 西山宗一郎, 曽和義幸, 川岸郁朗, 石浜明, 山本兼由, 
“核様体タンパク質 H-NS のタンパク質間相互作用部位の遺伝子サイレンシングにおける役割”, 第
39 回日本分子生物学会年会, 横浜, 2016 年 11 月 30 日. 

14) 小川綾乃, 山本兼由, “バクテリアレスポンスレギュレーターによる細胞形態制御機構”, 第 89 回日本
生化学会大会, 仙台, 2016 年 9 月 26 日. 

15) 山本兼由, “大腸菌転写因子によるゲノム発現制御ネットワーク”, 日本遺伝学会第 88 回大会, 三島, 
2016 年 9 月 9 日． 

＜一般講演＞ 
1) Yamanaka, Y., Oshima, T., Ishihama, A., Yamamoto, K.,“Molecular mechanism for Simultaneous adaptation 

to both acid and anaerobic conditions in Escherichia coli”,  American Society for Microbiology 113th 
General Meeting, Denver（May, 2013，USA）. 
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2) 吉多美祐，渡邊宏樹，石浜明，山本兼由，“細菌情報伝達による環境応答ネットワークの全体像 第

10 回 21 世紀大腸菌研究会”（平成 25 年 6 月，修善寺）． 
3) 平優季，片山映，矢野恒一，河村富士夫，石浜明，山本兼由，“大腸菌 RNA ポリメラーゼ RpoA タ

グ株のリボソーム形成能の解析”，第 10 回 21 世紀大腸菌研究会（平成 25 年 6 月，修善寺）． 
4) 島本尚人，新田真緒，山本兼由，石浜明，中西義信，白土明子，“カタラーゼを利用した大腸菌のシ

ョウジョウバエへの持続感染”，第 86 回日本生化学会大会（平成 25 年 9 月，横浜）． 
5) 竹内真実，倉田竜明，石浜明，山本兼由，“大腸菌コロニー形成に関与する新奇遺伝子 morA”，第 12

回微生物研究会（平成 25 年 10 月，東京）． 
6) 山中幸，大島拓，石浜明，山本兼由，“Transcriptional regulatory cascade for response to acidic and anaerobic 

stresses in Escherichia col”， 第 12 回微生物研究会（平成 25 年 10 月，東京）． 
7) 渡邊宏樹，石浜明，山本兼由，“大腸菌 K 株の全二成分制御系遺伝子プロモーターの包括的発現解析”，

第 12 回微生物研究会（平成 25 年 10 月，東京）． 
8) 吉多美祐，小川綾乃，石浜明，山本兼由，“大腸菌ゲノム発現制御する主要レスポンスレギュレータ

ー群”，日本農芸化学会 2013 年度関東支部大会（平成 25 年 11 月，日吉）． 
9) 平優季，片山映，石浜明，山本兼由，“大腸菌 RNA ポリメラーゼに直接結合するタンパク質の網羅

的解析”，第 36 回日本分子生物学会年会（平成 25 年 12 月，神戸）． 
10) 山本兼由，山中幸，大島拓，山田佳代子，岩田紀子，大村悦子，崎井裕貴，中川日出子，渡會祥，

曽和義幸，川岸郁朗，石浜明，“大腸菌核様体形成の主要蛋白 H-NS のシステマティックな制御機能
解析”，第 36 回日本分子生物学会年会（平成 25 年 12 月，神戸）． 

11) 吉多美祐，安達友美，渡邊宏樹，石浜明，山本兼由，“大腸菌の二成分制御系レスポンスレギュレー
ター間における転写制御ネットワーク”，第 36 回日本分子生物学会年会（平成 25 年 12 月，神戸）． 

12) 小川綾乃，吉多美祐，石浜明，山本兼由，“大腸菌の細胞形態形成制御に関する転写因子群の探索”，
第 36 回日本分子生物学会年会（平成 25 年 12 月，神戸）． 

13) 山中幸，志波優，山本健太郎，川岸郁朗，吉川博文，石浜明，山本兼由，“大腸菌 GadE によるゲノ
ム発現制御メカニズムの解明”，日本農芸化学会 2014 年度大会（平成 26 年 3 月，東京）． 

14) 山本兼由，山田佳代子，岩田紀子，小澤貴博，富山あや乃，千野拓馬，石井絵里，鈴木孝太，尾崎
友紀，石浜明，“大腸菌システイン合成遺伝子群を制御する CysB-Cbl カスケード”，日本農芸化学会
2014 年度大会（平成 26 年 3 月，東京）． 

15) 小島渓晃，森田英利，石浜明，山本兼由，“ビフィズス菌との相互作用で誘導される大腸菌遺伝子（群）
の同定と発現制御”，日本農芸化学会 2014 年度大会（平成 26 年 3 月，東京）． 

16) T. Sawada, E. Ohta, E. Omura, T. Umemura, K. Yamada, Che Y.-S., S. Nishiyama, K. Yamamoto, Y. Sowa, I. 
Kawagishi，“大腸菌ヒストン様タンパク質 H-NS 変異導入によるべん毛モーター制御能の解析”，第
19 回べん毛研究交流会（平成 26 年 3 月，高知）． 

17) 中野雅博，多田麻里永，石浜明，山本兼由，“システイン代謝遺伝子転写因子 YdcN の包括転写因子
としての機能”，日本農芸化学会 2014 年度大会（平成 26 年 3 月，東京） 

18) 吉岡佐知子，小島渓晃，山本兼由，“大腸菌のセシウム感受性に関与する遺伝子の探索”，日本防菌
防黴学会第 41 回年次大会（平成 26 年 4 月，東京）． 

19) 吉多美祐，石浜明，山本兼由，“EvgA，RcsB，UhpA による大腸菌酸耐性のクロスレギュレーション”，
第 11 回 21 世紀大腸菌研究会（平成 26 年 6 月，盛岡）． 

20) 小川綾乃，石浜明，山本兼由，“DNA 結合性転写因子による細菌形態制御の研究”，第 11 回 21 世紀
大腸菌研究会（平成 26 年 6 月，盛岡）． 

21) 山本兼由，山中幸，大島拓，石浜明，“細菌ヒストン様タンパク質 H-NS によるゲノム転写制御の機
能解析”，第 37 回日本分子生物学会年会（平成 26 年 12 月，横浜）． 

22) 小川綾乃，石浜明，山本兼由，“大腸菌レスポンスレギュレーターFimZ による細胞形態制御”，第 37
回日本分子生物学会年会（平成 26 年 12 月，横浜）． 

23) 石黒亮，渡辺すみ子，渡邊裕斗，山本兼由，石浜明，“筋萎縮性側索硬化症の封入体成分 TDP-43 タ
ンパク質は RNA 立体構造を認識する”，第 37 回日本分子生物学会年会（平成 26 年 12 月，横浜）． 

24) Yamanaka, Y., Winardhi, R. S., Yan, J., Kenney, L. J., Ishihama, A., Yamamoto, K.“Silencing of the Gad 
cluster genes by H-NS in Escherichia coli.”, BLAST XIII, Arizona,（Jun., 2015，USA）．. 

25) 小川綾乃，石浜明，山本兼由，“大腸菌 DNA 結合性転写因子 FimZ による定常期細胞の伸展化機構”，
日本農芸化学会 2015 年度大会（平成 27 年 3 月，岡山）． 

26) 近藤雄大, 大越芽生, 山本兼由, 杉山賢次，“リビング重合法による PS-PCL-PS トリブロック共重合
体の合成と生分解性評価”，第 64 回高分子討論会（平成 27 年 9 月，仙台）． 

27) 山中幸, Yan Jie, Linda J Kenney, 石浜明，山本兼由，”細菌ゲノムの段階的高次構造形成”，日本農芸化
学会 2015 年度関東支部大会（平成 27 年 9 月，東京）． 

28) 吉多美祐, 石浜明, 山本兼由，“大腸菌二成分制御系レスポンスレギュレーター間の転写制御におけ
るクロストーク”，第 14 回微生物研究会（平成 27 年 10 月，生田）． 

29) 小川綾乃, 小駒大輝, 小島文歌, 吉多美祐, 石浜明, 山本兼由，“大腸菌転写因子 fimZ による細胞形態
変化とその制御”，第 14 回微生物研究会（平成 27 年 10 月，生田）． 
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30) 新野つばさ, 沼田理恵子, 吉多美祐, 小島渓晃, 石浜明, 山本兼由，“ビフィズス菌による大腸菌遺伝

子発現制御”，第 14 回微生物研究会（平成 27 年 10 月，生田）． 
31) 中村聖吾, 山中幸, 今関友哉, 山内えりか, 石浜明, 山本兼由，“大腸菌 H-NS による段階的核様体形

成機構，第 14 回微生物研究会（平成 27 年 10 月，生田）． 
32) 小川綾乃, 小駒大輝, 石浜明, 山本兼由，“大腸菌転写因子 FimZ による細胞形態変化とその制御機

構”，第 38 回日本分子生物学会年会・第 88 回日本生化学会大会・合同大会（BMB2015）（平成 27 年
12 月，神戸）． 

33) 新野つばさ, 石浜明, 山本兼由，“ビフィズス菌との相互作用で誘導される大腸菌遺伝子の同定と発
現誘導機構”，第 38 回日本分子生物学会年会・第 88 回日本生化学会大会・合同大会（BMB2015）（平
成 27 年 12 月，神戸）． 

34) 木下恵美子, 木下英司, 江口陽子, 吉多美祐, 山本兼由, 内海龍太郎, 小池透，“ハイブリッドセンサ
ーキナーゼのリン酸基リレー情報伝達機構におけるレシーバードメインの制御機能”，第 38 回日本
分子生物学会年会・第 88 回日本生化学会大会・合同大会（BMB2015）（平成 27 年 12 月，神戸）． 

35) 白土明子, 伊藤貴弘, 黒田阿友美, 島本尚人, 山本兼由, 石浜明, 中西義信 大腸菌二，“成分制御系
EnvZ-OmpR の宿主内持続感染と宿主傷害性における役割”第 38 回日本分子生物学会年会・第 88 回
日本生化学会大会・合同大会（BMB2015）（平成 27 年 12 月，神戸）． 

36) Yamanaka, Y., Winardhi, R.S. Yan, J., Kenney, J.L. Ishihama, A., Yamamoto, K.，“Role of the linker between 
oligomerization and DNA-binding domains of H- NS in gene silencing. ”，Asian Conference on Transcription 
14 (ACT-14)（Dec., 2015，Singapore）. 

37) Yoshida, M., Yamamoto, K., Ishihama, A.，“. Cross-talk in transcriptional regulation between response 
regulators of Escherichia coli two- component system”，Asian Conference on Transcription 14 (ACT-14)
（Dec., 2015，Singapore）. 

38) 三宅裕可里，菅原真悟，須藤美紗樹，山内えりか，石浜明，山本兼由，“CRISPR-Cas9 システムを用
いた大腸菌ゲノム編集”,第 40 回日本分子生物学会年会・第 90 回日本生化学会年会（ConBio2017），
(2017 年 12 月，神戸)． 

39) 田島玖美子，石浜明，山本兼由，“大腸菌の固体培地上での増殖における遅延期分子遺伝学的解析”,
第 3 回法政大学・立教大学微生物研究会，(2017 年 9 月，東京)． 

40) 菅原真悟，須藤美紗樹，山内えりか，三宅裕可里，石浜明，山本兼由，“CRISPR-Cas9 システムを利
用した大腸菌のゲノム編集”,第 3 回法政大学・立教大学微生物研究会，(2017 年 9 月，東京) ． 

41) Yamamoto, K., Ishihama, A., “Characterization of unknown function transcription factors, YagI, YbiH, and 
YdcN, of Escherichia coli by genomic SELEX”, 7th Congress of European Microbiologists (FEMS2017), 
(2017 年 7 月, Valencia). 

42) 三宅裕可里，石浜明，山本兼由，“CRISPR-Cas9 システムを用いた大腸菌ゲノムの遺伝子多重欠失”,
第 14 回 21 世紀大腸菌研究会，(2017 年 6 月，熱海)． 

43) 三宅裕可里，石浜明，山本兼由，“CRISPR-Cas9 システムを用いた大腸菌ゲノムの遺伝子多重ノック
アウト”,日本農芸化学会 201７年度大会，(2017 年 3 月，東京)． 

44) 新野つばさ，沼田理恵子，石浜明，山本兼由，“ビフィズス菌・大腸菌間で機能するクオラムセンシ
ング”，第 15 回微生物研究会，(2016 年 11 月，藤沢)． 

45) 三宅裕可里，石浜明，山本兼由，“大腸菌ゲノムの CRISPR-Cas9 システムを用いた遺伝子多重欠失”,
第 15 回微生物研究会，(2016 年 11 月，藤沢) ． 

46) 新野つばさ，山本兼由，“ビフィズス菌と大腸菌で機能するクオラムセンシング”,第 2 回法政大学・
立教大学微生物研究会，(2016 年 9 月，小金井) ． 

47) 三宅裕可里，山本兼由，“大腸菌ゲノムの CRISPR-Cas9 システムを用いた遺伝子多重欠失”,第 2 回
法政大学・立教大学微生物研究会，(2016 年 9 月，小金井)． 

 

石垣 隆正 

＜招待講演＞ 
1) 石垣隆正，液中レ-ザアブレーションによる表面制御 Y203 ナノ粒子の合成，日本化学会新領域研究グ

ループ「液相高密度エネルギーナノ反応場」第 4 回研究会（2013 年 5 月 31 日，愛媛大学, 松山市）. 
2) 石垣隆正，レーザー誘起液中プラズマによるナノ粒子合成と表面制御，日本学術振興会「プラズマ

材料科学」第 153 委員会第 114 回定例研究会（2013 年 11 月 1 日，弘済会館，千代田区）. 
3) T. Ishigaki, A. Watanabe, T. Uchikosh, “Synthesis of Titanium oxide nanoparticles by laser ablation in 

aqueous solutions”, The 6th international symposium on plasma nanosciences, 26PM-2（2015 年 8 月 28 日，
北京大学，北京）． 

4) 石垣隆正，中田祐介，米澤朋典，辻本吉廣，張晨寧，打越哲郎，”高温熱処理により可視光活性を示
すニオブ添加酸化チタン光触媒”，第 54 回セラミックス基礎科学討論会，1A07（2016 年 1 月 7 日，
アバンセ，佐賀市）．（*9） 

5) T. Ishigaki, “Phase formation and luminescent properties of Y2O3:Eu nanoparticles prepared by laser ablation 
in aqueous solutions”, Symposium on Plasma Synthesis and New Materials, (2017 年 9 月 9 日、北京大学、
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北京). 

＜一般講演＞ 
1) 矢口健，石垣隆正，“均一沈殿法による水溶液からの酸化亜鉛微粒子合成”，粉体粉末冶金協会平成

25 年度春季大会，3-9A（2013 年 5 月 27 日，早稲田大学，新宿区）． 
2) S. Takahashi, K. Kobayashi, T.S. Suzuki, Y. Sakka, T. Ishigaki, T. Uchikoshi, “Fabrication of C-axis oriented 

lanthanum silicate bulk ceramics by magnetic field assisted colloidal processing”, The19thInternational 
ConferenceonSolidStateIonics（2013 年 6 月 3 日，京都国際会議場，京都市）． 

3) S. Takahashi, K. Kobayashi, T.S. Suzuki, Y. Sakka, T. Ishigaki, T. Uchikoshi, “Fabrication of c-axis oriented 
lanthanum-silicate bulk ceramics by magnetic field-assisted colloidal processing”, The 7thInternational 
ConferenceonScienceandTechnologyofAdvancedCeramics, PP-100（2013 年 6 月 20 日，メルパルク横浜, 横
浜市）． 

4) 渡部明日香, 中島麗子, 石垣隆正，“pH を変化させた水溶液中のレーザーアブレーションにより合成
した酸化チタンナノ粒子”，第 5 回日本化学会新領域研究グループ「液相高密度エネルギーナノ反応
場」研究会，13（2013 年 8 月 9 日，産業技術総合研究所，江東区）． 

5) S. A. Al-Mamun，石垣隆正，“液相レーザーアブレーション法 Eu3+ドープ Y2O3 ナノ蛍光体合成におけ
る H2O2 添加効果”，日本セラミックス協会第 26 回秋季シンポジウム，2C19（2013 年 9 月 5 日，信
州大学，長野市）． 

6) 高橋聡志，打越哲郎，小林清，武藤浩行，松田厚範，石垣隆正，“コロイドプロセスを用いたランタ
ンシリケートオキシアパタイトの作製”，日本セラミックス協会第 26 回秋季シンポジウム，2L20
（2013 年 9 月 5 日，信州大学，長野市）． 

7) 渡部明日香, 中島麗子, 石垣隆正，“Titanium oxide nanoparticles synthesized by laser ablation in aqueous 
solution of various pHvalues”, 第 26 回プラズマ材料科学シンポジウム，24p-A-8（2013 年 9 月 24 日, 九
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2) 山田岳史，杉山賢次, “鎖末端に複数のイオン結合性パーフルオロアルキル基を有するポリスチレン

の合成および表面構造解析”, 第 62 回高分子学会年次大会（2013 年 5 月，京都国際会議場）. 
3) 阿部辰哉，木村謙斗，赤松剛至，富永洋一，杉山賢次, “イオン伝導性セグメントを含むスターブロ

ックコポリマーの合成”, 第 62 回高分子学会年次大会（2013 年 5 月，京都国際会議場）. 
4) 山田真也，杉山賢次, “シンナモイル基を用いた含フッ素水溶性ポリマーフィルム表面の安定化”, 第

62 回高分子学会年次大会（2013 年 5 月，京都国際会議場）. 
5) 大越芽生，杉山賢次, “ポリカプロラクトン鎖を含む AB2 型スターポリマーの合成”, 第 62 回高分子

学会年次大会（2013 年 5 月，京都国際会議場）.（*10） 
6) 大川夏芽，杉山賢次, “側鎖にオキシエチレンおよびパーフルオロアルキル基を有する両親媒性トリ

ブロック共重合体の合成と表面構造解析”, 第 62 回高分子学会年次大会（2013 年 5 月，京都国際会
議場）. 

7) 中村綾菜，松島聡子，山田岳史，杉山賢次, “イオン結合性パーフルオロアルキル基を含むブロック
共重合体の合成とフィルム表面の構造解析”, 第 62 回高分子討論会（2013 年 9 月，金沢大学）． 

8) 大脇由子，山田真也，杉山賢次, “クマリン基を用いた含フッ素ポリマーフィルム表面における分子
運動性の制御”, 第 62 回高分子討論会（2013 年 9 月，金沢大学）． 

9) 近藤雄大, 杉山賢次, “リビング重合法による PS-PCL-PS トリブロック共重合体の合成と生分解性評
価”, 第 64 回高分子討論会（2015 年 9 月 15 日, 東北大学）. 

10) 阿部辰哉，木村謙斗，田中佐保里，赤松剛至，富永洋一，杉山賢次，“ポリエチレングリコールセグ
メントを有するリチウムイオン伝導性スターポリマーの合成”，第 63 回高分子討論会（2014 年 9 月
25 日，長崎大学）． 

11) 江頭桜太, 井上享一, 杉山賢次，“鎖末端にカルボキシ基を有するスターポリスチレンの合成と接着
性評価”，第 63 回高分子討論会（2014 年 9 月 25 日，長崎大学）． 

12) 若林佑弥，山田岳史，山田真也，杉山賢次，“鎖末端にシンナモイル基及びイオン結合性パーフルオ
ロアルキル基を有するポリスチレンの合成”，第 63 回高分子討論会（2014 年 9 月 25 日，長崎大学）． 

13) 大川夏芽，杉山賢次，“側鎖にシンナモイル基を含む両親媒性トリブロック共重合体の合成と表面構
造解析”，第 63 回高分子討論会（2014 年 9 月 25 日，長崎大学）． 

14) 大脇由子, 山田真也, 杉山賢次，“ポリマー鎖末端に導入された光応答基によるフィルム表面の分子
運動性の制御”，第 63 回高分子討論会（2014 年 9 月 25 日，長崎大学）． 

15) 阿部辰哉，木村謙斗，田中佐保里，赤松剛至，富永洋一，杉山賢次，“ポリエチレングリコールセグ
メントを有するスターポリマーの合成とイオン伝導性評価”，第４回 CSJ 化学フェスタ 2014（2014
年 10 月 14 日，タワーホール船堀）． 

16) 若林佑弥，山田岳史，山田真也，杉山賢次，“鎖末端にシンナモイル基及びイオン結合性パーフルオ
ロアルキル基を有するポリスチレンの合成”，第４回 CSJ 化学フェスタ 2014（2014 年 10 月 15 日，
タワーホール船堀）． 

17) 大川夏芽, 杉山賢次，“側鎖にシンナモイル基を含む両親媒性トリブロック共重合体の合成と表面構
造解析”，第４回 CSJ 化学フェスタ 2014（2014 年 10 月 16 日，タワーホール船堀）． 

18) 近藤雄大, 杉山賢次, “リビング重合法による PS-PCL-PS トリブロック共重合体の合成と生分解性評
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価”, 第 64 回高分子討論会（2015 年 9 月 15 日, 東北大学, 仙台市）．（*10） 

19) 嶋田 智宏, 杉山 賢次, "側鎖にダンシル基を有するポリマーの合成とソルバトクロミズム評価", 
1Ph006, 第 65 回高分子学会年次大会 (2016 年 5 月 27 日, 神戸国際会議場･神戸国際展示場, 神戸市). 

20) 福本 啓, 杉山 賢次, "側鎖にトリアルコキシチタンを含むポリマーの合成と表面構造解析", 1Pg009, 
第 65 回高分子学会年次大会 (2016 年 5 月 27 日, 神戸国際会議場･神戸国際展示場, 神戸市). 

21) 近藤 雄大, 山本 兼由, 杉山 賢次, "ポリカプロラクトンセグメントを含むブロック共重合体の合成
と生分解性評価", 1Ph014, 第 65 回高分子学会年次大会 (2016 年 5 月 27 日, 神戸国際会議場･神戸国
際展示場, 神戸市). 

22) 廣川 惣一郎, 山本 兼由, 杉山 賢次, "4 本鎖 PCL-b-PNIPAM スターブロックコポリマーの合成と生
分解性評価", 1Pd016, 第 65 回高分子学会年次大会 (2016 年 5 月 27 日, 神戸国際会議場･神戸国際展
示場, 神戸市). 

23) 宇野翔太，池田彩乃，角田佑樹，野呂拓也，蔵重麻純，杉山賢次, "パーフルオロオクチルアゾベン
ゼンユニットを有するポリマーの合成と表面構造解析", 2Pb022, 第 65 回高分子討論会(2016 年 9 月
15 日, 神奈川大学, 横浜市). 

24) J. Zhang, K. Sugiyama, H. Yokoyama, "Fluorine-containing linear triblock copolymer self-assembly in thin 
film", 2Pd052, 第 65 回高分子討論会 (2016 年 9 月 15 日, 神奈川大学, 横浜市). 

25) 佐藤史崇，遠藤静香，杉山賢次, "２－ピロンー４，６－ジカルボン酸を原料とする含フッ素ポリエ
ステルの合成と抗菌性評価", 第 66 回高分子学会年次大会 (2017 年 5 月 29 日，幕張メッセ，千葉市). 

26) 近藤雄大，大越芽生，山本兼由，杉山賢次, "ポリスチレンとポリカプロラクトンから成るブロック
共重合体の精密合成と生分解性評価", 第 66 回高分子学会年次大会 (2017 年 5 月 29 日，幕張メッセ，
千葉市)． 

27) 中島駿太，井上透矢，杉山賢次, "生分解性セグメントを含む両親媒性ブロック共重合体の合成と溶
液挙動１：PMEEMA-b-PCL におけるセグメント比の影響", 第 66 回高分子学会年次大会 (2017 年 5
月 29 日，幕張メッセ，千葉市). 

28) 小尾俊介，杉山賢次, "生分解性セグメントを含む両親媒性ブロック共重合体の合成と溶液挙動２：
PCL-b-PNIPAM における温度依存性", 第 66 回高分子学会年次大会 (2017 年 5 月 29 日，幕張メッセ，
千葉市). 

29) 福本啓，杉山賢次, "パーフルオロアルコキシシリル基含有ポリメタクリル酸エステル類の合成と表
面構造解析", 第 66 回高分子学会年次大会 (2017 年 5 月 29 日，幕張メッセ，千葉市). 

30) 加山恵，杉山賢次, "鎖末端にフルオレニル基を有する PNIPAM の合成と蛍光特性の評価",第 66 回高
分子学会年次大会 (2017 年 5 月 29 日，幕張メッセ，千葉市). 

31) 斉藤圭佑，西川享伸，浅沼勇輝，杉山賢次, "メタクリル酸オリゴチオフェンのリビングアニオン重
合", 第 66 回高分子学会年次大会 (2017 年 5 月 29 日，幕張メッセ，千葉市). 

32) 宇野翔太，野呂拓也，蔵重麻純，杉山賢次, "末端にパーフルオロオクチルアゾベンゼン基を有する
親水性ポリマーの合成と表面構造解析", 第 66 回高分子学会年次大会 (2017 年 5 月 29 日，幕張メッ
セ，千葉市). 

 
田中 豊 
＜招待講演＞ 
1) Y. Tanaka, Innovative Applications on Fluid Power for a Sustainable Future, Proceedings of the Korea Society 

for Fluid Power & Construction Equipment (KSFC) 2013 Autumn Conference (韓国フルードパワーと建設
機械学会2013年度秋季学術大会), pp.S1-S14, 2013．（*11） 

2) 田中豊，”油圧技術の特徴と最新応用事例”，TAMA-TLO産学連携事業発表会2014，2014年12月（八
王子スクエアビル，八王子市）. 

3) 田中豊，”油圧動力伝達システムの高強度化”，第68回精研シンポジウム・高機能流体アクチュエー
タ，2015年3月（東京工業大学，横浜市）． 

＜一般講演＞ 
1) 坂間清子，田中豊，鈴木隆司，”気泡除去装置の性能評価（スパイラル係数による評価）”，平成25

年春季フルードパワーシステム講演会，2013年5月（機会振興会館，港区）． 
2) 田中豊，坂間清子，中野，”油圧・空気圧と電気モータの特性比較に関する調査研究”，平成25年春

季フルードパワーシステム講演会，2013年5月（機会振興会館，港区）． 
3) 田中 豊，坂間清子，”油圧・空気圧と電気モータの特性比較に関する調査報告”，電気学会・多自由

度新世代アクチュエータの性能評価調査専門委員会，2013． 
4) 坂間清子，田中豊，鈴木，”気泡除去装置の高性能化”，日本機械学会・第13回運動と振動の制御シ

ンポジウムMOVIC2013，2013年8月（九州産業大学，福岡市）」 
5) 東春那，五嶋裕之，坂間清子，鈴木隆司，田中豊，”油中気泡の除去が油の特性変化におよぼす影響”，

日本機械学会2013年度年次大会，2013年9月（岡山大学，岡山市）. 
6) 田中豊，御法川学，武田洋, “三脚パラレルメカニズムを用いたフライトシミュレータの動作解析と

評価”, 日本機械学会2013年度年次大会，2013年9月（岡山大学，岡山市）. 

52



（様式 2） 
 

法人番号 131085 
プロジェクト番号 S1311023 

 
7) 田中豊，横田眞一，枝村一弥，”機能性流体ECFを用いたマイクロポンプモジュール（小形化と高出

力化のための一提案）”，平成25年秋季フルードパワーシステム講演会，2013年11月（ニチイ学館 神
戸ポートアイランドセンター，神戸市）． 

8) 坂間清子，田中豊，鈴木隆司，”気泡除去装置の形状パラメータの選定法の提案”，平成25年秋季フ
ルードパワーシステム講演会，2013年11月（ニチイ学館 神戸ポートアイランドセンター，神戸市）． 

9) 田中豊，下薗真菜美，”平面駆動形リニアパルスモータの応答特性の改善”，日本機械学会第14回機
素潤滑設計部門講演会，2014年4月（信州松代ロイヤルホテル，長野市）. 

10) 坂間清子，田中豊，鈴木隆司，”気泡除去装置の形状パラメータの最適化（気泡径の違いによる比較）”，
平成26年春季フルードパワーシステム講演会，2014年5月（機会振興会館，港区）. 

11) 坂間清子，田中豊，東春那，五嶋裕之，”油中気泡の除去が油の体積弾性係数におよぼす影響”，平
成26年春季フルードパワーシステム講演会，2014年5月（機会振興会館，港区）. 

12) 田中豊，”広く大きな六自由度の可動範囲を持つ平面運動形三脚パラレルメカニズム（新たな用途を
目指して）”，広域多摩地域の大学発・新技術説明会資料集，pp.3-8, 2014年8月（ＪＳＴ東京本部，
千代田区）. 

13) 坂間清子，田中豊，鈴木隆司，”油中気泡の分離除去システム”，IFPEX2014カレッジ研究発表展示，
2014年9月（東京ビッグサイト，江東区）. 

14) 田中豊，坂間清子，五嶋裕之，鈴木隆司，”油中気泡の分離除去による油圧システムの性能向上”，
IFPEX2014カレッジ研究発表展示，2014年9月（東京ビッグサイト，江東区）. 

15) 五嶋裕之，坂間清子，田中豊，”気泡を含む油の体積弾性係数の測定”，IFPEX2014カレッジ研究発表
展示，2014年9月（東京ビッグサイト，江東区）. 

16) 田中豊，神戸晴夏，林田直之，横田眞一，枝村一弥，”機能性流体による高機能メカトロシステムの
デザイン”，IFPEX2014カレッジ研究発表展示，2014年9月（東京ビッグサイト，江東区）. 

17) 田中豊，渡辺幸平，丸山諒人，瀬戸口小織，五嶋裕之，”パラレルメカニズムの産業応用に関する研
究”，IFPEX2014カレッジ研究発表展示，2014年9月（東京ビッグサイト，江東区）. 

18) 田中豊，”油圧の特長と最新事例の紹介”，IFPEX2014「油圧の魅力とその可能性に迫る！」セミナー，
2014年9月（東京ビッグサイト，江東区）. 

19) 渡辺修平，坂間清子，五嶋裕之，田中豊，”気泡を含む油の体積弾性係数モデルの比較”，日本機械
学会山梨講演会2014，2014年10月（山梨大学，甲府市）. 

20) 服部美月，坂間清子，田中豊，鈴木隆司，”気泡除去装置の流れ解析（気泡混入量の違いによる比較）”，
日本機械学会山梨講演会2014，2014年10月（山梨大学，甲府市）. 

21) 神戸晴夏，坂間清子，外川貴規，田中豊，”ER流体を用いたマイクロロボット用制動装置の設計”，
日本機械学会山梨講演会2014，2014年10月（山梨大学，甲府市）.（*11） 

22) 田中豊，”液圧・空圧・電磁アクチュエータの特徴と性能比較（マイクロからヒュージまで）”，日
本機械学会No.14-105講習会（日本機械学会機素潤滑設計部門主催）「産業に役立つアクチュエータ研
究開発の最前線」，2014年12月（名古屋大学，名古屋市）． 

23) 坂間清子，鈴木隆司，田中豊，気泡除去装置の流れ解析（気泡径の違いによる比較），平成27年春季
フルードパワーシステム講演会講演論文集，pp.94-96，2015-5-29.（機械振興会館・東京）． 

24) 朴重濠，尹蘇南，咸永福，田中豊，遠心分離を用いた水中溶存空気の捕集器に関する研究，平成27
年春季フルードパワーシステム講演会講演論文集，pp.28-30，2015-5-29．（機械振興会館・東京）． 

25) 坂間清子，田中豊，リニアアクチュエータの特性比較と評価，日本機械学会2015年度年次大会講演
論文集DVD，No.15-1, S1140104, 2015-09-14.（北海道大・札幌）． 

26) 五嶋裕之，坂間清子，田中豊，コリオリ流量計を用いた油中気泡量の測定，日本機械学会2015年度
年次大会講演論文集DVD，No.15-1, S1150302, 2015-09-14. （北海道大・札幌）． 

27) 五嶋裕之，坂間清子，舟知亮介，田中豊，油中気泡量の測定によるキャビテーションの評価，日本
機械学会山梨講演会講演論文集，pp.74-75, 2015-10-17.（山梨大・甲府）． 

28) 坂間清子，鈴木隆司，田中豊，混入気泡径の違いを考慮した気泡除去装置の設計法，平成27年秋季
フルードパワーシステム講演会講演論文集，pp.23-25，2015-11-26.（ジェイドガーデンパレス・鹿児
島市）． 

29) 五嶋裕之，舟知亮介，坂間清子，田中豊，ハイスピードカメラによるキャビテーション噴流の可視
化，平成27年秋季フルードパワーシステム講演会講演論文集，pp.98-100，2015-11-27. （ジェイドガ
ーデンパレス・鹿児島市）． 

30) 田中豊，前阪尚輝，三脚パラレルメカニズムを用いたヘッド固定・ステージ可動式プリンタの試作，
日本機械学会第16回機素潤滑設計部門講演会講演論文集，B1-3, pp.41-42, 芦原，2016-4-18. 

31) 坂間清子，増原，田中豊，油圧ロボットのための油中気泡の分離除去装置とその効果，ロボティク
ス・メカトロニクス講演会2016講演論文集，No16-2，1P1-09b2, 横浜，2016-06-09. 

32) 坂間清子，田中豊，油圧式ピストンモータの性能比較に関する調査研究，日本機械学会2016年度年
次大会講演論文集DVD，No.16-1,J1110101, 九州大，2016-09-14. 

33) 坂間清子，田中豊，油圧動力伝達システムにおける微細気泡の除去方法の提案，平成28年秋季フル
ードパワーシステム講演会講演論文集，pp.6-8，青森，2016-10-19. 
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34) 舟知亮介，坂間清子，田中豊，気泡除去装置の形状パラメータの最適化（流入部長さの影響），平成

28年秋季フルードパワーシステム講演会講演論文集，pp.9-11，青森，2016-10-19. 
35) 彭敬輝，外川貴規，田中豊，ER流体を用いた小形走行ロボット用制動装置の設計，平成28年秋季フ

ルードパワーシステム講演会講演論文集，pp.100-102，青森，2016-10-20. 
36) 田中豊，細田夏未，インクヘッド固定・ステージ可動式プリンタの動作シミュレーション，日本機

械学会山梨講演会講演論文集，No.160-3, pp.149-150, 山梨大（甲府），2016-10-22. 
37) 池田昌弘，濱栞那，田中豊，パーソナルモビリティビークル用全方向移動球体式アクチュエータの

設計と試作，日本機械学会山梨講演会講演論文集，No.160-3, pp.151-152, 山梨大（甲府），2016-10-22. 
38) 坂間清子，五嶋裕之，田中豊，油中気泡が油圧アクチュエータの特性におよぼす影響，日本機械学

会山梨講演会講演論文集，No.160-3, pp.153-154, 山梨大（甲府），2016-10-22. 
39) 山田純輝，御法川学，田中豊，田沼千秋，ヘッド固定型3Dプリンタ用パラレルメカニズムの設計試

作，日本機械学会第23期関東支部講演会，2017-03-16 
40) 竹内希，田沼千秋，田中豊，カチオン重合型UVインクを用いた3D造形の検討，第64回応用物理学会

春季学術講演会，2017-03-15 
41) 増原伊織，坂間清子，田中豊，気泡除去装置の形状パラメータの最適化（気泡含有率の高い条件に

おける設計と評価），平成29年春季フルードパワーシステム講演会講演論文集，pp.44-46，2017-05-19
（機械振興会館・東京都港区）. 

42) 坂間清子，北澤勇気，菅原佳城，田中豊，油圧システムの油中気泡量測定技術の開発（作動流体の
圧縮性評価による気泡混入量測定方法の提案），平成29年春季フルードパワーシステム講演会講演論
文集，pp.47-50，2017-05-19（機械振興会館・東京都港区）. 

43) 中村栄俊，田中豊，枝村一弥，横田眞一，機能性流体パワーを用いた小形吸着アクチュエータの設
計と試作，日本機械学会MoVIC2017 USB論文集，No.17-13，B02，愛知大（豊橋市），2017-08-29. 

44) 北澤勇気，坂間清子，菅原佳城，田中豊，気泡の混入した作動油を動力伝達媒体とする油圧アクチ
ュエータの特性評価，日本機械学会MoVIC2017 USB論文集，No.17-13，B08，愛知大（豊橋市），
2017-08-29. 

45) 坂間清子，田中豊，駆動原理の異なるアクチュエータの性能比較調査，日本機械学会2017年度年次
大会講演論文集DVD，No.17-1,J1110205,埼玉大，2017-09-06. 

46) 細田夏未，田中豊，パラレルメカニズムを用いたインクヘッド固定ステージ可動式プリンタの開発，
日本機械学会2017年度年次大会講演論文集DVD，No.17-1, S1110201,埼玉大，2017-09-04. 

47) 彭敬輝，外川貴規，中村栄俊，橘拓真，田中豊，李松晶，機能性流体とその応用研究，第25回フル
ードパワー国際見本市・カレッジ研究発表展示コーナー論文集，pp.51-52, 2017-09-13. 

48) 外川貴規，彭敬輝，田中豊，小形ロボット用ERブレーキの制動性能の検討，日本機械学会山梨講演
会講演論文集，山梨大（甲府），pp.29-30, 2017-10-21. 

49) 坂間清子，田中豊，油中気泡と流れの可視化，可視化情報，Vol.37, Suppl. No.2, OS5-2, 2017-11-04. 
50) 田沼千秋，加藤航，田中豊，インクジェット3Dプリンタのインク積層プロセスの可視化，可視化情

報，Vol.37, Suppl. No.2, OS5-3, 2017-11-04. 
 
辻田 星歩 
＜一般講演＞ 
1) 宮正明，辻田星歩，山方章弘，岩上玲，”吹込みによる遠心圧縮機のサージング制御(ディフューザ内

部の流れ挙動）”，ターボ機械協会信州講演会，2013年9月（信州大学，長野市）. 
2) 川畑裕，辻田星歩，山方章弘，岩上玲，”ラジアルタービン内の流れの油膜法による可視化と数値解

析”，ターボ機械協会信州講演会，2013年9月（信州大学，長野市）. 
3) 野口慎，辻田星歩，”曲がりダクトによる軸流タービン翼列内の二次流れと損失生成機構の解明(後縁

ウェークの影響)”，日本機械学会関東支部第20期総会・講演会，2014年3月（東京農工大，小金井市）. 
4) 木村康剛，金子雅直，辻田星歩，”超小型遠心圧縮機内部流れの数値解析(羽根車出口翼角度の影響)”，

日本機械学会関東支部第20期総会・講演会，2014年3月（東京農工大，小金井市）.  
5) 石井公二，辻田星歩，”超高負荷直線タービン翼列内の流れに関する研究(入射角および翼端間隙の影

響)”，日本機械学会関東支部第20期総会・講演会，2014年3月（東京農工大，小金井市）. 
6) 川畑裕, 倉田英治, 辻田星歩, 岩上玲, 山方章弘, 木村太治，”ラジアルタービンの排気ディフューザ

内の流れの挙動に関する研究”，日本機械学会東北支部第50期総会・講演会，2015年3月（東北大，
仙台市）. 

7) 荒井翔太, 小林洋一, 辻田星歩，”超高負荷軸流タービン円環翼列の空力性能—翼端間隙および翼形
状の影響—“，日本機械学会東北支部第50期総会・講演会，2015年3月（東北大，仙台市）.（*12） 

8) 高橋良平, 小暮啓太, 辻田星歩，”超高負荷タービン円環翼列内の流れの数値解析—入射角と翼形状
の影響—“，日本機械学会東北支部第50期総会・講演会，2015年3月（東北大，仙台市）.（*12） 

9) 金子雅直，辻田星歩，”翼端漏れ流れが設計点における遷音速遠心圧縮機内の流れの挙動に及ぼす影
響”，第27回翼列研究会，2014年11月（東京理科大，新宿区）. 

10) 米村淳，金子雅直，辻田星歩，”超小型遠心圧縮機内部流れの数値解析-羽根車入口コーン形状の影響
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-“，第42回日本ガスタービン学会定期講演会，2014年10月（熊本大，熊本市）. 

11) 高野瑞樹，平野利幸，辻田星歩，”2本の吹込みによる遠心圧縮機の性能特性に及ぼす影響について”，
日本機械学会2014年度年次大会，2014年9月（東京電機大，足立区）. 

12) 金子雅直，辻田星歩，”翼端漏れ流れが設計点における遷音速遠心圧縮機内の二次流れに与える影
響”，日本機械学会2014年度年次大会，2014年9月（東京電機大，足立区）. 

13) 青木亮祐，畑中健太郎，辻田星歩，岩上玲，木村太治，“ラジアルタービンのVGSノズル内の流れに
関する実験的研究 (ノズル出口流れ場の周方向分布) ”，ターボ機械協会第76回 地方(北見)講演会講
演論文集，(A7)( 2016年9月30日，北見工業大学，北見市)． 

14) 小川達也，平野利幸，辻田星歩，“2本の吹込みが遠心圧縮機の性能に及ぼす影響について”，ターボ
機械協会第76回地方(北見)講演会講演論文集，(C2) ( 2016年9月30日，北見工業大学，北見市)． 

15) 金子雅直，辻田星歩，“短翼を有する遷音速遠心圧縮機内の低流量作動点での流れ場における翼端漏
れ流れの挙動”，第44回日本ガスタービン学会定期講演会講演論文集，(A-12)( 2016年10月26日，ホテ
ルリッチ＆ガーデン酒田，酒田市)． 

16) 蔵本結生，辻田星歩，矢崎和貴，“超高負荷タービン翼列の2次元圧縮性流れの数値解析”，日本機械
学会東北支部第52期総会・講演会講演論文集，(116)(2017年3月14日，東北大学工学部青葉記念会館，
仙台市)． 

17) 高倉健介，辻田星歩，“超高負荷タービン直線翼列内の二次流れに関する実験的研究(スキーラチップ
の影響) ”，日本機械学会関東支部第23期総会・講演会講演論文集，(WS0106-03)(2017年3月17日，東
京理科大学，東京都葛飾区)． 

18) 武田賢太，辻田星歩，“回転曲がりダクトによる遠心羽根車内の二次流れと損失生成機構の解明(入口
速度のピッチ方向とスパン方向分布の影響) ”，日本機械学会関東支部第23期総会・講演会講演論文
集，(WS0106-05) (2017年3月17日，東京理科大学，東京都葛飾区)． 

19) 田澤紘之，矢崎和貴，辻田星歩，“スキーラ翼端を有する超高負荷タービン直線翼列の流れの数値解
析”，日本流体力学会年会2017講演論文集，(207) (2017年8月31日，東京理科大学，東京都葛飾区)． 

20) 矢崎和貴，田澤紘之，辻田星歩，金子雅直，“超高負荷軸流タービン直線翼列内の遷音速条件下での
流れの挙動”，第45回日本ガスタービン学会定期講演会講演論文集，(C-15)( 2017年10月18日，松山市
総合コミュニティーセンター，松山市)． 

21) 脇田悠介，秋山浩二，辻田星歩，“超高負荷タービン直線翼列の漏れ損失の低減に関する実験的研究
(スキーラを適用した翼端間隙の影響)”，第45回日本ガスタービン学会定期講演会講演論文集，
(B-16)( 2017年10月19日，松山市総合コミュニティーセンター，松山市)． 

 

御法川 学 

＜招待講演＞ 
1) 白井一弘, 御法川学, “新しいカテゴリーの航空機 Light Sport Aircraft”, 第52回飛行機シンポジウム，

2014年10月（長崎ブリックホール，長崎市）． 
＜一般講演＞ 
1) W.-H. Jeon, T.-G. Lim, G. Minorikawa, “Prediction and identification of the aeroacoustic noise source on 

small axial fan using numerical method”, Proceedings of InterNoise2013, ID 0603, (2013).  
2) T. Kitajima, T. Sakai, M. Iwahara, G. Minorikawa, T. Ohtsuka, “Development of a new sound evaluation 

system using cymbals”, Proceedings of InterNoise2013, ID 0610, (2013). 
3) A. Soga, M. Nagamatsu, M. Iwahara, G. Minorikawa, M. Takamatsu, M. Baba, “The high frequency noise 

measurement of an engine by converted nearfield acoustic holography method”, Proceedings of 
InterNoise2013, ID 0644, (2013). 

4) 田中豊, 御法川学, 武田洋, “三脚パラレルメカニズムを用いたフライトシミュレータの動作解析と
評価”, 日本機械学会2013年度年次大会, 2013年9月（岡山大，岡山市）. 

5) W. H. Jeon, T. G. Lim, G. Minorkkawa, M. Miyahara, “Analysis of the flow and noise characteristics of small 
turbo fan in a ultra slim note PC”, 韓国騒音振動工学会 秋季騒音振動学術大会，2013年10月（韓国）. 

6) G. Minorikawa, W. Jeon, T. Lim, H. Hong, “Prediction and identification of the aerodynamic noise source on 
small axial fan”, proceedings of NOISE-CON2014, 2014年9月(Fort Lauderdale, アメリカ）． 

7) T. Lim, W. Jeon, H. Hong, G. Minorikawa, M. Miyahara, “Computational study on the aeroacoustic 
characteristics of a cooling fan in notebook personal computers using CFD result”, International Workshop on 
Environmental Engineering, 2014年11月（つくば国際会議場，つくば市）． 

8) T. Yamaguchi, G. Minorikawa, M. Kihara, “Study on evaluation of the pure tone for small fan”, 43rd 
International Congress on Noise Control Engineering, 2014年11月（メルボルン，オーストラリア）．（*13） 

9) 高橋一馬, 深津拡也, 平野利幸, 御法川学, “小型軸流ファンの性能評価に関する研究”, 第33回数理
科学講演会，2014年8月（都立産技高専，荒川区）．（*13） 

10) 御法川学, 君塚郁夫, 中山俊明, “Ecma TC26 タスクグループ１：スモールファンの騒音・振動測定 
設立のねらいと展望”, ターボ機械，（2015年1月）．（*13） 

11) G. Minorikawa, T. Yamaguchi, “Study on Evaluation Method of Tonal Noise for Small Fan”, Proceedings of 
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the 22nd international congress on sound and vibration (ICSV22), No.236（2015）. 

12) Y. Kato, G. Minorikawa, “Study on Design and Prototyping of Small Low Noise Wind Tunnel”, Proceedings 
of Internoise2015, No.551 (2015). 

13) T. Nakanishi, T. Aihara, T. Sakai, G. Minorikawa, “Sound Quality Analysis of Cymbals”, Proceedings of 
Internoise2015, No.349 (2015). 

14) I. Kimizuka, G. Minorikawa, T. Nakayama, M. Miyahara, “Development of Noise and Vibration Measurement 
Method Based on the Actual Point of Operation of Small Cooling Fan Installed in Electronic Equipment”, 
Proceedings of Internoise2015, No.918（2015）. 

15) 小村健人, 秋山峻太郎, 内野泰伸, 岩原光男, 御法川学, 相原建人, “機能モデルによるモータの運動
解析”, 日本機械学会 No.15-7 Dynamics and Design Conference 2015 USB論文集, No.627（2015）． 

16) 吉田優介, 御法川学, “小型航空機の操縦特性に関する評価法”, 第53回飛行機シンポジウム, No. 
3D11, 2015年11月． 

17) T. Tandou, G. Minorikawa, “Evaluation of Thermal Contact Conductance under Low Contact Pressure in 
Vacuum”, Proceedings of the 7th International Conference on Manufacturing, Machine Design and Tribology 
(ICMDT2017), p.182 （2017年4月）. 

18) I. Kimizuka, G. Minorikawa, “Ecma TR for New Physical Evaluation Method of Prominent Discrete Tone of 
Noise Emitted from Air-Moving Devices”, NOISE-CON2016, NC16_32 (2016年6月)． 

19) C. Kamio, T. Aihara, G. Minorikawa, “Vibration Analysis of Baby Carriage Using the Multi-Body Dynamics, 
Proceedings of 2nd International Conference on Mechanical and Production Engineering”, pp.173-178 (2016
年7月). 

20) G. Minorikawa, R. Yasuda, T.-G. Lim, N. Watanabe, “Design and prototyping of electric ducted fan for light 
aircraft”, 7th International Symposium on Fluid Machinery and Fluids Engineering, ISFMFE 2016 (2016年10
月). 

21) 平野利幸, 大髙敏男, 御法川学，”小型軸流ファンの性能に関する研究”, 日本設計工学会2016年度春
季研究発表講演会（2016年5月）． 

22) 君塚郁夫, 御法川学:，”小型ファンからの騒音中の純音成分の音質評価パラメータに関する新提案”, 
日本機械学会 第26回環境工学総合シンポジウム2016, No.128 (2016年7月)． 

23) 野田輝揮，相原建人，御法川学，”がたのある2自由度ばね-質量系の強制振動解析”，日本機械学会
Dynamics and Design Conference 2016 USB論文集，No.16-15, 134 (2016年8月)． 

24) 神尾ちひろ，相原建人，御法川学，”実走行時におけるベビーカーの振動解析”，日本設計工学会2016
年秋季大会研究発表講演会講演論文集，pp.147-150 (2016年10月)． 

25) T. Tandou, G. Minorikawa, “Evaluation of Thermal Contact Conductance under Low Contact Pressure in 
Vacuum”, The 7th International Conference on Manufacturing, Machine Design and Tribology ICMDT2017, 
Korea (2017年4月). 

26) 丹藤匠，御法川学，”真空中における接触熱コンダクタンスに関する研究”，日本設計工学会2017年
度春季研究発表講演会論文集，p.97-98（2017年5月）. 

27) G. Minorikawa, T.-G. Lim, “Prediction for Noise Reduction and Characteristics of Flow-Induced Noise on 
Axial Coolong Fan”, 24th International Congress on Sound and Vibration ICSV24, London (2017年7月). 

28) T.-G. Lim, J.H. Jung, W.-H. Jeon, W.-G. Joo, G. Minorikawa, “Characteristics of unsteady flow field and 
flow-induced noise in outdoor unit of an air conditioner”, INCE Internoise 2017, Hong Kong (2017年8月). 

29) T. Hirano, T. Otaka, G. Minorikawa, “Study on Optimum Design Method for Small Axial Fan, The 4th 
International Conference on Design Engineering and Science”, Aachen, Germany (2017年9月). 

30) R. Kozawa, G. Minorikawa, “Study on Design Methodology of Light Aircraft Using CFD”, 2017 Asia-Pacific 
International Symposium on Aerospace Technology APISAT2017, Korea (2017年10月). 

31) 佐々木柾希, 平野利幸, 御法川学, “マイクロ遠心ファンの性能に関する研究”, 第78回ターボ機械協
会（富山）講演会&見学会（2017年9月）． 

32) 中野武史, 御法川学, “小型ファンから発生する騒音のトーン性評価に関する研究”, 日本騒音制御工
学会 平成29年秋季研究発表会, 1-2-05（2017年11月）． 

 
安田 彰 
＜一般講演＞ 
1) 石川武道，清水祐希，吉野理貴，安田彰，森山誠二郎，”設計情報を容易に共有可能なドキュメント

化に関する考察”，電気学会 電子回路研究会，2013年10月（東大寺総合文化センター，奈良市）. 
2) 横山秀磨，西勝聡，吉野理貴，安田彰，”低EMIデジタル直接駆動型スピーカシステムに適した係数

切り替え型NSDEMの検討”, 電気学会 電子回路研究会，2013年10月（東大寺総合文化センター，奈
良市）.（*14） 

3) 塩澤純，石川武道，高橋大，原島昇，吉野理貴，安田彰，”マルチビットデジタル直接駆動技術を用
いたブラシレスDCモータシステム”，電子情報通信学会 ソサエティ大会，2013年9月（福岡工大，
福岡市）.  
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4) 松尾遥，塩澤純，中村智寛，本山佳樹，安田彰，吉野理貴，”マルチビット駆動システムを用いたト

ルクむらの解消”，電子情報通信学会 全国大会，2015年3月（立命館大，草津市）． 
5) 本山佳樹，塩澤純，中村智寛，松尾遥，安田彰，吉野理貴，”ΔΣ変調器を用いたマルチビット駆動

による高周波電流の低減”，電子情報通信学会 全国大会，2015年3月（立命館大，草津市）． 
6) 赤松雄貴，安田彰，吉野理貴，中村有輝，石川悠介，高橋大，”遅延素子バラツキを考慮したTDCに

関する一考察”，電子情報通信学会 全国大会，2015年3月（立命館大，草津市）． 
7) 中村有輝, 渡邉裕紀, 西勝聡，安田彰，吉野理貴，”遅延器を用いたTDCのノイズ低減に関する研究”，

電子情報通信学会 全国大会, 2015年3月（立命館大，草津市）． 
8) 石川武道，吉野理貴，安田彰，森山誠二郎，”設計手順やノウハウのデータ管理によるデジタルスピ

ーカシステム設計効率化の試み”，電気学会 電子回路研究会，2014年1月（高知市文化プラザかるぽ，
高知市）． 

9) 高橋壮佳，戸野村厚樹，原島昇，安田彰，吉野理貴，”デジタル直接駆動スピーカの大電力化”，電
子情報通信学会 ソサエティ大会，2014年2014年9月（徳島大，徳島市）． 

10) 戸野村厚樹，高橋壮佳，西勝聡，安田彰，吉野 理貴，”マルチビット信号によるパラメトリックス
ピーカのデジタル直接駆動”，電子情報通信学会 ソサエティ大会，2014年9月（徳島大，徳島市）． 

11) 渡邉裕紀，西勝聡，安田彰，吉野理貴，”ナイキスト周波数に零点を持たせクロックジッタの影響を
低減したΔΣDAC”，電子情報通信学会 全国大会，2014年3月（新潟大，新潟市）． 

12) 松尾 遥, 塩澤 純, 中村 智寛, 本山 佳樹, 安田 彰, 吉野理貴, “マルチビット駆動システムを用い
たトルクむらの解消”, 電子情報通信学会 全国大会，A-1-13，3月10日，2015年. 

13) 本山 佳樹, 塩澤 純, 中村 智寛, 松尾 遥, 安田彰, 吉野理貴, “ΔΣ変調器を用いたマルチビット駆動
による高周波電流の低減”，電子情報通信学会 全国大会，A-1-12，3月10日，2015年. 

14) 赤松雄貴，安田彰，吉野理貴，中村有輝，石川悠介，高橋大，”遅延素子バラツキを考慮したTDCに
関する一考察”，電子情報通信学会 全国大会，C-12-37，3月13日，2015年.  

15) 中村有輝,渡邉裕紀, 西勝 聡，安田彰，吉野理貴, “遅延器を用いたTDCのノイズ低減に関する研究”, 
電子情報通信学会 全国大会, C-12-38, 3月13日,2015年. 

16) 松尾遥，本山佳樹，曽我美泰隆，西勝聡，安田彰，”マルチコイルモータのモデルに関する一提案”，
平成２７年電気学会部門大会，GS13-1、8月28日，2015年． 

17) 松尾遥，本山佳樹，曽我美泰隆，西勝聡，安田彰，”マルチコイルモータのモデルに関する一提案”，
平成２７年電気学会部門大会，GS13-1、8月28日（金），2015年． 

18) 中村智寛，松尾遥，本山佳樹，安田彰，吉野理貴，”マルチコイルモータ駆動回路の非導通動作の検
証”，電子情報通信学会ソサエティ大会，A-1-10，9月，2015年，（宮城県仙台市）． 

19) 本山佳樹，松尾遥，中村智寛，安田彰，”マルチコイルモータのシミュレーションによる電流高調波
特性の検討”，電子情報通信学会ソサエティ大会，A-1-9，9月，2015年，（宮城県仙台市）． 

20) 松尾遥，本山佳樹，中村智寛，赤松雄貴，安田彰，”マルチコイルモータを用いた回転速度の振動低
減法”，電子情報通信学会ソサエティ大会，A-1-8，9月，2015年，（宮城県仙台市）． 

21) 曽我美泰隆，松尾遥，安田彰，吉野理貴，”デジタル直接駆動型スピーカの指向性へのツリー構造
NSDEMの応用”，電子情報通信学会ソサエティ大会，A-1-6， 9月，2015年，（宮城県仙台市）．（*14） 

22) 大野貴大，吉野理貴，安田彰，田沼千秋，“マルチアクチュエータによる液滴噴射素子の動作シミュ
レーション”，第36回超音波エレクトロニクスの基礎と応用に関するシンポジウム，2p3-3，11月5～
7日，2016年，（茨城県つくば市）． 

23) 吉田知朗，西勝聡，吉野理貴，安田彰，”AB級出力段に用いるコモンモードフィードバック機能を
有するV-I変換レベルシフタに関する一提案”，電気学会，電子回路研究会,ECT-016-013，1月，2016
年（福岡県）． 

24) 黄弋，西勝聡，春海豪，安田彰, “ノイズシェーピング構成とミスマッチシェーパーを用いたバック
グラウンドキャリブレーション型パイプラインADC”, 電気学会，電子回路研究会, ECT-016-011, 1
月，2016年（福岡県）． 

25) 戸賀﨑悠介，星野裕也，吉野理貴，安田彰，”差動注入トランジスタを用いた広同期範囲5GHz帯注
入同期型分周器”，電子情報通信学会全国大会，C-12-3，3月，2016年，（福岡県福岡市）． 

26) 戸野村厚樹，高橋壮佳，安田彰，吉野理貴，西勝聡，”デジタル直接駆動技術を用いたパラメトリッ
クスピーカの高効率駆動”，電子情報通信学会全国大会，A-5-14，3月，2016年，（福岡県福岡市）．（*14） 

27) 高橋壮佳，戸野村厚樹，安田彰，吉野理貴，”5V駆動大電力デジタルスピーカ用ドライバの試作”，
電子情報通信学会全国大会，A-5-13，3月，2016年，（福岡県福岡市）． 

28) 川部嵩永，渡邉裕紀，春海豪，峯村亮佑，西勝聡，吉野理貴，安田彰，”ΔΣDACの高精度化”，電子
情報通信学会全国大会，A-1-16，3月，2016年，（福岡県福岡市）． 

29) 星野裕也，吉田知朗，古屋佑樹，安田彰，”アクティブインダクタを用いたリングオシレータの低雑
音化”，電気学会電子回路研究会，ECT-017-028，3月9日，2017年，（東京都小金井市）． 

30) 古屋佑樹，發出祐基，安田彰，吉野理貴，森山誠二郎，”設計資産の有効活用を狙ったデジタルスピ
ーカ開発環境の構築”，電気学会電子回路研究会，ECT-017-036，ECT-017-028，3月9日，2017年，（東
京都小金井市）． 
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31) 發出祐基，西勝聡，安田彰，”小信号特性を改善したデジタル直接駆動型スピーカの実装”，電気学

会電子回路研究会，ECT-017-042，ECT-017-028，3月9日，2017年，（東京都小金井市）． 
32) 松尾遥，本山佳樹，石間泉，西勝聡，安田彰，”量子化誤差と製造バラツキの影響を低減させた高精

度マルチコイルモータの実現”，ECT-017-047，ECT-017-028，3月9日，2017年，（東京都小金井市）． 
33) 石間泉，松尾遥，吉野理貴，安田彰，”ΔΣ変調器の同期現象に関する研究”，電気学会電子回路研究

会，ECT-017-051，ECT-017-028，3月10日，2017年，（東京都小金井市）． 
34) 春海豪，西勝聡，峯村亮佑，發出祐基，松尾遥，安田彰, “デジタル直接駆動スピーカおける回路規

模削減手法”，電子情報通信学会ソサエティ大会，A-1-12，9月20～23日，2016年，（北海道札幌市）． 
35) 吉田知朗，西勝聡，星野裕也，吉野理貴，安田彰，山下喜一，“AB級出力段に用いるCMFB機能を有

するV-I変換レベルシフタの性能評価”，電子情報通信学会ソサエティ大会，A-1-13，9月20～23日，
2016年，（北海道札幌市）． 

36) 峯村亮佑，西勝聡，春海豪，發出祐基，松尾遥，安田彰，“フィードフォワード型ジッタシェーピン
グΔΣＤＡＣ”，電子情報通信学会ソサエティ大会，A-1-14，9月20～23日，2016年，（北海道札幌市）． 

37) 赤松雄貴，嘉藤貴博，松尾遥，曽我美泰隆，安田彰，吉野理貴，“遅延素子バラツキを考慮したTDC 
の変換誤差低減に関する研究”，電子情報通信学会ソサエティ大会，A-1-15，9月20～23日，2016年，
（北海道札幌市）． 

38) 峰岸和輝，松尾遥，本山佳樹，吉野理貴，安田彰，“マルチコイル巻線法によるモータ出力の変化に
関する研究”，電子情報通信学会ソサエティ大会，A-1-16，9月20日（火）～23（金），2016年，（北
海道札幌市）． 

39) 松尾遥，本山佳樹，曽我美泰隆，峯村亮佑，安田彰，“相間のバラツキの影響を低減させた高精度マ
ルチコイルモータの実現”，電子情報通信学会ソサエティ大会，A-1-17，9月20～23日，2016年，（北
海道札幌市）． 

40) 曽我美泰隆，松尾遥，安田彰，吉野理貴，“デジタル直接駆動型スピーカの振幅制御による指向性向
上”，電子情報通信学会ソサエティ大会，A-1-18，9月20～23日，2016年，（北海道札幌市）． 

41) 布施政人，曽我美泰隆，春海豪，安田彰，吉野理貴，“マルチレベル木構造NSDEM”，電子情報通信
学会ソサエティ大会，A-1-19，9月20～23日，2016年，（北海道札幌市）． 

42) 發出祐基，春海豪，西勝聡，安田彰，吉野理貴，“デジタル直接駆動型スピーカシステムに用いる
NSDEMの小信号特性に関する一考察”，電子情報通信学会ソサエティ大会，A-1-20，9月20～23日，
2016年，（北海道札幌市）． 

43) 碓井孝憲，松尾遥，峰岸和輝，安田彰，“マルチコイルモータ駆動用ΔΣ変調器の一考察”，電子情報
通信学会ソサエティ大会，A-1-24，9月20～23日，2016年，（北海道札幌市）． 

44) 星野裕也，安田彰，山下喜市，吉田知郎，吉野理貴，“アクティブインダクタの高Q値化に関する研
究”，電子情報通信学会ソサエティ大会，A-1-25，9月20～23日，2016年，（北海道札幌市）． 

45) 佐々木翔一朗，吉野理貴，安田彰，“パルス複製回路を用いたマルチビットΔΣTDC”，電子情報通信
学会ソサエティ大会，C-12-23，9月20～23日，2016年，（北海道札幌市）． 

46) 古屋佑樹，發出祐基，安田彰，吉野理貴，森山誠二郎，”設計資産の有効活用を狙ったデジタルスピ
ーカ開発環境の構築”，電気学会電子回路研究会，ECT-017-036，ECT-017-028，3月9日，2017年，（東
京都小金井市）． 

47) 發出祐基，西勝聡，安田彰，”小信号特性を改善したデジタル直接駆動型スピーカの実装”，電気学
会電子回路研究会，ECT-017-042，ECT-017-028，3月9日，2017年，（東京都小金井市）． 

48) 松尾遥，本山佳樹，石間泉，西勝聡，安田彰，”量子化誤差と製造バラツキの影響を低減させた高精
度マルチコイルモータの実現”，電気学会電子回路研究会，ECT-017-047，ECT-017-028，3月9日，2017
年，（東京都小金井市）． 

49) 石間泉，松尾遥，吉野理貴，安田彰，”ΔΣ変調器の同期現象に関する研究”，電気学会電子回路研究
会，ECT-017-051，ECT-017-028，3月10日，2017年，（東京都小金井市）． 

50) 大野貴大，吉野理貴，安田彰，田沼千秋，“マルチアクチュエータによる液滴噴射素子の動作シミュ
レーション”，超音波の基礎と応用に関するシンポジウム，2p3-3，2017年． 

51) 小林智和，大里信平，西勝聡，安田彰，“マルチコイルモータのセンサレスベクトル制御”，電気学
会電子回路研究会，ECT-017-069，7月20日，2017年，（北海道北見市）． 

52) 鏑木彩加，吉田知朗，西勝聡，安田彰，“フィードバック経路に2種類のFIRフィルタを用いたCTDSM
における多ビット化によるジッタの影響低減の検討”，電子情報通信学会ソサエティ大会，A-1-16，
9月12～15日，2017年，（東京都世田谷区）． 
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＜研究成果の公開状況＞（上記以外） 

シンポジウム・学会等の実施状況、インターネットでの公開状況等 

＜既に実施しているもの＞ 
・シンポジウム： 

①法政大学マイクロ・ナノテクノロジー研究センター公開シンポジウム－グリーンテクノロジーを支
える次世代エネルギー変換システム－（法政大学小金井マルチメディアホール、2014 年 1 月 25 日） 
本研究プロジェクトのキックオフミーティングとして、プロジェクトの概要説明、外部招待者に

よる「グリーンテクノロジー」に関連した 3 件の基調講演、プロジェクト参加研究グループによる
ポスターセッションが(発表件数 43 件)が行われた。  

 ②法政大学サステイナビリティ実践知研究機構 マイクロ・ナノテクノロジー研究センター 公開シン
ポジウム－グリーンテクノロジーを支える次世代エネルギー変換システム－私立大学戦略的研究基
盤形成支援事業・成果報告（2013～2017 年度）（法政大学小金井マルチメディアホール、2018 年 1
月 20 日） 

   本研究プロジェクトの成果報告の場として、プロジェクトの研究成果の概要と３件の代表的成果
の発表、外部招待者による「グリーンテクノロジー」に関連した基調講演、プロジェクト参加研究
グループによるポスターセッションが(発表件数 41 件)が行われた。 

 
・セミナー： 
 グリーンテクノロジーセミナー（http://www.hosei.ac.jp/nano/seminar.html） 

プロジェクト主催の基本テーマ横断セミナー。プロジェクト構成員の担当研究テーマの進捗状況
の発表、およびその関連トピックに関する外部講師による講演と討論を行うことにより、プロジェ
クト構成員の相互理解を深め、また研究成果の相互検証を行った。 

第１回：2013 年 11 月 27 日（水） 
 新規無機化合物薄膜太陽電池の開発（橋本 佳男、信州大学） 
 カーボンおよび有機材料を用いた太陽電池の開発（緒方啓典、法政大学） 
第２回：2014 年 3月 12 日（水） 

  白いナノバイオテクノロジーが解き明かす深海生物資源の新たな姿（出口茂、独立行政法人海
洋研究開発機構） 

  細胞内でレアメタルを高蓄積する大腸菌のゲノム育種（山本兼由、法政大学） 
第３回：2014 年 7月 28 日（月） 

  ３Ｄプリンタはモノづくりに「革命」を起こすのか（水野操、有限会社ニコラデザイン・アンド・テ
クノロジー） 

  エコソリューション技術に利用する 3D モノづくり手法（御法川学、法政大学） 
第４回：2014 年 11 月 12 日 
 高効率エネルギー変換社会に資するリチウムイオン電池の展開（金村聖志、首都大学東京） 
 リチウムイオン電池の超小型化（栗山一男、法政大学） 
第５回：2015 年 4月 22 日（水） 
 固体表面の水を操る（中島章、東京工業大学） 

長寿命の排ガス浄化触媒の開発を目指して（明石孝也、法政大学） 
第６回：2015 年 8月 21 日（金） 
 電磁レオロジー流体とその先進テクノロジー（中野政身、東北大学） 
 MEMS 技術による電界共役流体マイクロ液圧源の開発と応用（金 俊完、東京工業大学） 
第７回：2015 年 11 月 18 日（水） 
 マイクロマシニング技術が実現する膜輸送体の超高感度機能解析（渡邉力也、東京大学） 
 細菌がもつ回転ナノマシンの作動機構解明を目指して（曽和義幸、法政大学） 
第８回：2016 年 4月 25 日（月） 
 環境汚染物質が存在する土壌での棲息細菌集団の⽣きざま（津田雅孝、東北大学） 

有胞子細菌の胞⼦形成メカニズムの解明と環境浄化への応⽤（佐藤勉、法政大学） 
第 9 回：2016 年 10 月 6 日（木） 

有機 EL 材料の現状とその応用（城戸淳二、山形大学） 
インクジェット法による電子デバイス作成の現状と課題（田沼千秋、法政大学） 

第 10 回：2017 年 3 月 6 日（月） 
分子配向を制御した有機薄膜太陽電池及び量子ドット太陽電池の電気化学的評価（福田武司、
埼玉大学） 

ハロゲン化鉛系ペロブスカイト太陽電池開発の現状と課題（緒方啓典、法政大学） 
第 11 回：2017 年 6 月 21 日（水） 

光触媒による環境浄化とエネルギー製造（宮内雅浩、東京工業大学） 
プラズマプロセスによる酸化チタンナノ粒子合成と環境浄化光触媒への応用」（石垣隆正、法政
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大学） 

第 12 回：2017 年 11 月 22 日（水） 
自動車用ターボチャージャ開発の現状と今後（山方 章弘、株式会社 IHI） 
再生可能エネルギーとガスタービン発電（壹岐 典彦、産業技術総合研究所） 

 その他、基本テーマ主催の公開セミナーに、外部の大学・研究所の研究者、日本訪問中の外国人研
究者を招待し催、新しい知見を得ることにつとめた。 

 
・特別シンポジウム「10 年先の３Ｄプリンタとモノづくり」（2018 年 3 月 28 日） 
 
・研究成果集： 

「法政大学マイクロ・ナノテクノロジー研究センター年報 2013」 
（http://www.hosei.ac.jp/nano/achievement/report/2013.pdf） 

「法政大学マイクロ・ナノテクノロジー研究センター年報 2014」 
（http://www.hosei.ac.jp/nano/achievement/report/2014.pdf） 

「法政大学マイクロ・ナノテクノロジー研究センター年報 2015」 
（http://www.hosei.ac.jp/nano/achievement/report/2015.pdf） 

「法政大学マイクロ・ナノテクノロジー研究センター年報 2016」 
（http://www.hosei.ac.jp/nano/achievement/report/2016.pdf） 

 

＜これから実施する予定のもの＞ 
・「グリーンソサエティセミナー（仮称）」の定期的開催 
・「法政大学マイクロ・ナノテクノロジー研究センター年報」の定期的発行 

 

 

１４ その他の研究成果等 

論文、学会発表等以外の研究成果： 
・新聞掲載 

プロジェクト全体および個別研究に関して、計 8 件、日経産業新聞、日刊工業新聞、化学工業日報で紹介さ
れた。（2014 年 1 月 15 日、2 月 20 日、3 月 14 日、10 月 20 日、11 月 12 日、2015 年 9 月 16 日、2016 年 2
月 29 日、2017 年 2 月 6 日） 

・法政ニュースリリース 
大腸菌内で機能するナノスケールのハイブリッドエネルギー型回転モーター（2014年2月18日）。後日、
新聞に掲載され、マイナビニュスでも取り上げられた。 
ウイルス DNA による遺伝子再構築の発見－宿主ゲノムに潜むウイルス DNA の働き－（2014 年 10 月 10
日）。Web 上（日本の研究.com）で注目され、一定期間内で１位となるアクセス数があった。原著論文は、
SubtiWiki 2014 11 月の代表論文 Papers of the month として紹介された。 

・テレビ放映 
大学院生がテレビの取材を受け、将来有望な若手研究者として科学番組で放映された。 
ＴＢＳテレビ「未来の起源～若き研究者たちの挑戦～」（2014 年 12 月 27 日） 

 
企業との連携実績： 

共同研究、委託研究等：2013 年度 14 件、2014 年度 32 件、2015 年度 13 件、2016 年度 19 件、2017 年度

16 件。 
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１５ 「選定時」及び「中間評価時」に付された留意事項及び対応 

＜「選定時」に付された留意事項＞ 
・基本テーマ間の連携が見えず、統一性に課題が残るので留意すること。 

 

＜「選定時」に付された留意事項への対応＞ 
プロジェクト内の連携を推進し、課題の目的達成に向け、統一的に推進するために、以下の２つの事

項を掲げ実行している。 

１． プロジェクト主催の基本テーマ横断セミナーである「グリーンテクノロジーセミナー」を計 12 回開
催し、プロジェクト構成員の担当研究テーマの進捗状況の発表、およびその関連トピックに関する
外部講師による講演と討論を行うことにより、プロジェクト構成員の相互理解を深め、また研究成
果の相互検証を行った。 

２． ポスドクの雇用に際しては、基本テーマを越えた研究テーマを選定し、その担当テーマに関して、
プロジェクト構成員が連携して研究を進めた。 

基本テーマ内、あるいは基本テーマを越えた共同研究、外部連携による研究連携の具体的な内容は以
下の通りである。 

・基本テーマ「エネルギー獲得・低環境負荷技術の開発」に関連して 
緒方研究員が担当する「次世代有機-無機複合型太陽電池の開発」において、金属酸化物層の役割

の解明の基礎研究および新規電子輸送層の開発研究のため、機能性金属酸化物の研究を専門とする石
垣研究員（基本テーマ「資源再生利用・環境浄化技術の開発」）との共同研究を行った。 

中村研究員のグラフェンを用いた電子デバイスの開発の研究成果を太陽電池の開発に応用するこ
とをめざし、緒方研究員、木村研究員との間で化学ドーピングしたナノカーボン系分子の p-n 接合、
有機－無機薄膜のヘテロ接合を活用した太陽電池の高効率化に向けた研究を進めた。 

曽和研究員が担当する研究テーマ「生物エネルギー変換機構の解明とその利用技術の開発」では、
べん毛のモーター特性解析には工学・生物学の両面からのアプローチが有効であり、べん毛モーター
と電気モーター、流体モーターとの類似性と相違点や、モーター特性の一つである出力トルク計測法
について、工学の観点から御法川研究員、田中豊研究員（基本テーマ「プラント実現のためのエコソ
リューション技術」）と共同研究を進めた。さらに、モーター制御因子の分子生物学解析と出力解析
の融合的研究を山本研究員（基本テーマ「資源再生利用・環境浄化技術の開発」）と連携して推進し
ている。 

・基本テーマ「資源再生利用・環境浄化技術の開発」に関連して 
研究テーマ「細菌の環境応答機構の解析と環境浄化への応用」において、佐藤研究員が担当する藍藻に

対する枯草菌の浄化作用の研究では、藍藻類の研究を専門とする水澤研究員（基本テーマ「エネルギー獲
得・低環境負荷技術の開発」）との連携により研究を推進した. 本研究では, 藍藻の増殖を水質の汚染指標
としている. 枯草菌の投入による藍藻の増殖阻害効果について意見交換を重ねることにより, 両者の専門
性を活かした研究を進めた。 

石垣研究員が担当する「高可視光活性な環境浄化触媒コーティング技術の開発」において、微粒子操作
を専門とする外部研究協力者の打越研究員と連携して、酸化物微粒子からなる可視光活性光触媒コーティ
ング技術の開発に関して、共同で研究を進めた。可視光下の光触媒活性の発現に関して、固体化学に関す
る研究を専門とする明石研究員（基本テーマ「エネルギー獲得・低環境負荷技術の開発」）と連携して解明を
進めた。 

研究テーマ「環境浄化生分解性ハイブリッド高分子材料の開発」担当の杉山研究員によって合成された高
分子材料について、「細菌の環境応答機構の解析と環境浄化への応用」担当の山本研究員との連携によ
り、複数の大腸菌を用いた毒性評価を行い，成果を収めた。さらに、研究目的である高分子材料の設計と生
分解性評価に向けて調査と意見交換を行い，両者の連携を深化させた。 

・基本テーマ「プラント実現のためのエコソリューション技術」に関連して 
 基本テーマ内で共通の対象であるアクチュエータの製造法に関して知見を共有し、光造形法を始めとする
方法を開拓しながら研究効率の向上に努めた。 

基本テーマ間の連携として、曽和研究員（基本テーマ「エネルギー獲得・低環境負荷技術の開発」）の研究
対象である「大腸菌べん毛モーター」の原理と機構について、アクチュエータの超小型化という観点から、そ
の評価法およびモデル作成についての連携を進めた。また、マイクロファンの性能・騒音・振動測定法の開
発に関する学外者との勉強会（スモールファン研究会）において当該テーマを議論し、技術検討を行った。 
 
 

＜「中間評価時」に付された留意事項＞ 
 ・該当なし 
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＜「中間評価時」に付された留意事項への対応＞ 
 ・該当なし 
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１６ （千円）

0

総 計 542,183 322,278 219,905 0 0 0 0

0 0

研究費 507,906 310,534 197,372 0 0 0

設 備 34,277 11,744 22,533 0 0

装 置 0 0 0 0 0 0 0

RA補助対象1名を含む

総

額

施 設 0 0 0 0 0 0 0

研究費 100,823 66,540 34,283 0 0 0

0

設 備 0 0 0 0 0 0

0 0

装 置 0 0 0 0 0

平
成
二
十
九
年
度

施 設 0 0 0 0

研究費 100,176 64,653 35,523 0 0 0 RA補助対象0名

設 備 0 0 0 0 0 0

0

装 置 0 0 0 0 0 0

0 RA補助対象2名を含む

平
成
二
十
八
年
度

施 設 0 0 0 0 0

研究費 111,507 66,972 44,535 0 0

設 備 0 0 0 0 0 0

装 置 0 0 0 0 0 0

RA補助対象2名を含む

平
成
二
十
七
年
度

施 設 0 0 0 0 0 0

0

研究費 104,066 60,035 44,031 0 0 0

設 備 13,500 4,608 8,892 0 0

装 置 0 0 0 0 0 0

RA補助対象0名

平
成
二
十
六
年
度

施 設 0 0 0 0 0 0

研究費 91,334 52,334 39,000 0 0 0

0

設 備 20,777 7,136 13,641 0 0 0

0 0

装 置 0 0 0 0 0

受託
研究等

寄付金 その他（　　　　　　　　　　） 備　考

平
成
二
十
五
年
度

施 設 0 0 0 0

法人番号 131085
プロジェクト番号 S1311023

年度・区分 支出額

内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　訳

法　人
負　担

私　学
助　成

共同研
究機関
負担
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１７
（千円）

　

※　私学助成による補助事業として行った新増築により、整備前と比較して増加した面積
㎡

（千円）

ｈ
ｈ
ｈ
ｈ

ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ

ｈ
ｈ

１８ 研究費の支出状況 （千円）
  平成 年度

（機器保守・修繕費） 9,271 保守、修繕費 9,271 実験設備機器保守、機器修繕

666,303 333,151 文科省

26年度 一式 40 5,022 3,348 私学助成

計 5,179 5,179 学内2人

マイクロ・ナノテクノロ
ジー研究センター

15年度 2,259㎡ 37 300人/年

ポスト・ドクター 5,179 実験、解析、研究補助 5,179 学内2人

研究支援推進経費 0 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

図　　　　書 0 0
計 328 328

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 328 実験用機器備品 328 製氷機

教育研究経費支出 0 0
計 786 786

人 件 費 支 出 786 CRオペレーター、CADメンテ 786 時給 1,130円，年間時間数 694時間
（ 兼 務 職 員 ） 実人数 5人

計 85,041 85,041

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報 酬 ・ 委 託 料 10,907 報酬手数料 10,907 講演者謝礼、クリーンルーム稼働支援

（委託管理・その他） 13,529 委託管理費 13,529 警備・清掃等委託管理、その他

印 刷 製 本 費 667 印刷費 667 論文別刷り、研究年報印刷

旅 費 交 通 費 48 旅費 48 講演者旅費

光　熱　水　費 30,972 公共料金 30,972 電気、ガス、水道

通 信 運 搬 費 3,042 電信、郵便費 3,042 電話・PBX費用、郵便費

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 16,605 研究材料、資料 16,605 実験材料、試薬、窒素ガス、ソフト

年　　　度 25

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

該当なし
（情報処理関係設備）

8,316 5,544 私学助成
積層造型機
光合成電子伝達反応解析システム 26年度 一式 40

3,675 私学助成
レーザーラマン顕微鏡 25年度 一式 40 14,950 9,966 私学助成

ボールオンディスク式常温型摩擦摩耗試験機 25年度 一式 40 5,512

私学助成
ナノ粒子径分布測定装置 20年度 一式 32 9,996 6,664 私学助成

21,700 13,742 私学助成
ナノ構造体合成・構造評価システム 15年度 一式 120 33,585 21,270

（研究設備）
一分子計測システム 15年度 一式 32

22,450 私学助成
ナノマテリアル電磁物性評価システム 15年度 一式 120 43,240 21,620 私学助成
電子スピン共鳴装置 15年度 一式 24 44,900

補助主体

（研究装置）
固体ナノ表面構造解析システム 15年度 一式 24 199,920 99,960 私学助成

0

《装置・設備》　（私学助成を受けていないものは、主なもののみを記載してください。）

装置・設備の名称 整備年度 型　　番 台　　数 稼働時間数 事業経費 補助金額

《施　　設》  （私学助成を受けていないものも含め、使用している施設をすべて記載してください。）

施　設　の　名　称 整備年度 研究施設面積 研究室等数 使用者数 事業経費 補助金額 補助主体
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  平成 年度

  平成 年度

（機器保守・修繕費） 10,389 保守、修繕費 10,389 実験設備機器保守、機器修繕

（機器保守・修繕費） 12,075 保守、修繕費 12,075 実験設備機器保守、機器修繕

計 21,179 21,179 学内6人

ポスト・ドクター 20,207 実験、解析、研究補助 20,207 学内4人
研究支援推進経費 0 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 972 実験補助、データ処理 972 学内2人

図　　　　書 0 0
計 0 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 0 0

教育研究経費支出 0 0
計 1,382 1,382

人 件 費 支 出 1,382 CRオペレーター、CADメンテ 1,382 時給 1,130円，年間時間数 1,144時間
（ 兼 務 職 員 ） 実人数 8人

計 88,946 88,946

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報 酬 ・ 委 託 料 11,036 報酬手数料 11,036 講演者謝礼、クリーンルーム稼働支援

（委託管理・その他） 13,576 委託管理費 13,576 警備・清掃等委託管理、その他

印 刷 製 本 費 286 印刷費 286 論文別刷り、研究年報印刷

旅 費 交 通 費 111 旅費 111 講演者旅費

光　熱　水　費 28,895 公共料金 28,895 電気、ガス、水道

通 信 運 搬 費 3,619 電信、郵便費 3,619 電話・PBX費用、郵便費

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 21,034 研究材料、資料 21,034 実験材料、試薬、窒素ガス、ソフト

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

計 10,353 10,353 学内4人

年　　　度 27

ポスト・ドクター 9,381 実験、解析、研究補助 9,381 学内2人
研究支援推進経費 0 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 972 実験補助、データ処理 972 学内2人

図　　　　書 0 0
計 0 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 0 0

教育研究経費支出 0 0
計 1,248 1,248

人 件 費 支 出 1,248 CRオペレーター、CADメンテ 1,248 時給 1,130円，年間時間数 1,102時間
（ 兼 務 職 員 ） 実人数 7人

計 92,465 92,465

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報 酬 ・ 委 託 料 10,869 報酬手数料 10,869 講演者謝礼、クリーンルーム稼働支援

（委託管理・その他） 13,691 委託管理費 13,691 警備・清掃等委託管理、その他

印 刷 製 本 費 362 印刷費 362 論文別刷り、研究年報印刷

旅 費 交 通 費 0 0

光　熱　水　費 32,351 公共料金 32,351 電気、ガス、水道

通 信 運 搬 費 3,641 電信、郵便費 3,641 電話・PBX費用、郵便費

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 19,476 研究材料、資料 19,476 実験材料、試薬、窒素ガス、ソフト

年　　　度 26

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容
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（様式2）

法人番号 131085

  平成 年度

  平成 年度

（　修　繕　費　） 2,761 修繕費 2,761 実験研究機器修理

計 21,286 21,286 学内5人

ポスト・ドクター 21,082 実験、解析、研究補助 21,082 学内4人

研究支援推進経費 0 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 204 実験補助、データ処理 204 学内1人

図　　　　書 0 0
計 680 680

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 680 実験用機器備品 680 X線回析装置制御ユニット

教育研究経費支出 0 0
計 751 751

人 件 費 支 出 751 CRオペレーター、CADメンテ 751 時給 1,130円，年間時間数　664時間
（ 兼 務 職 員 ） 実人数　4人

計 78,106 78,106

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報 酬 ・ 委 託 料 28,076 報酬手数料、機器保守費 28,076 講演者謝礼、クリーンルーム稼働支援、研究機器保守

（　諸　 　　費　） 292 学会参加費 292 学会参加費、その他

印 刷 製 本 費 362 印刷費 362 年報作成、論文別刷

旅 費 交 通 費 134 旅費 134 講演者旅費、学会出張

光　熱　水　費 22,974 公共料金 22,974 電気、ガス、水道

通 信 運 搬 費 956 電信、郵便費 956 電話代、運搬費、郵便費

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 22,551 研究材料、資料 22,551 実験材料、試薬、窒素ガス、ソフト

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

計 20,052 20,052 学内4人

年　　　度 29

ポスト・ドクター 20,052 実験、解析、研究補助 20,052 学内4人

研究支援推進経費 0 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

図　　　　書 0 0
計 340 340

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 340 実験用機器備品 340 製氷機

教育研究経費支出 0 0
計 1,263 1,263

人 件 費 支 出 1,263 CRオペレーター、CADメンテ 1,263 時給 1,130円，年間時間数 1,116時間
（ 兼 務 職 員 ） 実人数 8人

計 78,521 78,521

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報 酬 ・ 委 託 料 10,758 報酬手数料 10,758 講演者謝礼、クリーンルーム稼働支援

（委託管理・その他） 13,780 委託管理費 13,780 警備・清掃等委託管理、その他

印 刷 製 本 費 300 印刷費 300 年報作成、論文別刷

旅 費 交 通 費 192 旅費 192 講演者旅費、学会出張

光　熱　水　費 21,135 公共料金 21,135 電気、ガス、水道

通 信 運 搬 費 1,534 電信、郵便費 1,534 電話代、運搬費、郵便費

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 23,282 研究材料、資料 23,282 実験材料、試薬、窒素ガス、ソフト

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

年　　　度 28

（機器保守・修繕費） 7,540 保守、修繕費 7,540 実験研究機器保守、修理、PBX保守
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